
私
・
し
ゃ
ん
と
こ
べ
ー
っ
て

  

よ
く
言
わ
れ
ま
す
★
何
事
も
や
る
気
満
々
蟋

死亡  52人
（-25）

世帯数
21,395世帯（25）

火災
4件

救急
265件

（
5
月
）

交通事故  67件
（死者1人）

転出  136人
（-154）

出生  44人
（4）

転入  167人
（-108）

人口56,625人（23）

女29,705人（9）
男26,920人（14）

6月1日現在

市 制 施 行
市 の 面 積
市 の 木
市の花木・草花

昭和17年（1942）
92.46㎢
珊瑚樹
桜・コスモス
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（　）は前月比

【表紙の写真】笠山からの市街地眺望

（プテラとトンビ）

櫃石小  5年
櫃本  菜月さん

岩黒中  2年
岩中  まきさん

みずき なつき

主な内容主な内容

そら

松山保  5歳児
松浦  青空ちゃん

7 2007
（平成19年）
NO.1204

　今月は平成18年1月から3月生
まれのお子さんを募集します。
　ご希望の人は、お子さんの名・住
所・生年月日・保護者の氏名・連絡先
を明記のうえ写真・メッセージ（28字以
内）を添えて郵送でご応募ください。

申込・問合先
〒762-8601  坂出市室町二丁目3番5号
　市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ

締切日　7月10日（火）必着
応募者多数の場合は抽選

お
散
歩
大
好
き
琉
生
く
ん

　

 

オ
ッ
ト
コ
マ
エ
に
育
っ
て
ね
蟋 H18.1.17生

「
天
真
爛
漫
」

　
　
　

み
ん
な
に
笑
顔
で　

！橘高　　凛ちゃん（横津町三）

H18.2.2生
福家  みなみちゃん（林田町）

りんH18.1.2生
梶原　琉生ちゃん（久米町二）

るい
林　　春華ちゃん（瀬居町）

はるか H18.2.17生

160（
作
り
方
）

漓
い
ん
げ
ん
は
ヘ
タ
を
取
る
。
に

　

ん
じ
ん
は
い
ん
げ
ん
と
同
じ
ぐ

　

ら
い
の
太
さ
に
切
り
、
一
緒
に

　

ゆ
で
る
。

滷
み
ょ
う
が
は
縦
半
分
に
切
っ
て

　

斜
め
薄
切
り
に
し
、
し
ょ
う
が

　

と
混
ぜ
る
。

澆
キ
ャ
ベ
ツ
は
手
で
一
口
大
に
ち

　

ぎ
り
、
ゆ
で
る
。

潺
豚
肉
を
広
げ
、
い
ん
げ
ん
、
に

　

ん
じ
ん
を
の
せ
て
巻
く
。

潸
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
中
火
で
熱

　

し
、
潺
の
巻
き
終
わ
り
を
下
に

　

し
て
焼
く
。
裏
返
し
て
焼
き
、

　

中
ま
で
火
を
通
し
て
焼
き
色
を

　

つ
け
る
。

澁
器
に
盛
り
、
み
ょ
う
が
と
し
ょ

　

う
が
を
の
せ
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
を

　

添
え
、
酢
じ
ょ
う
ゆ
を
回
し
か

　

け
る
。

坂
出
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「1人分の栄養量」
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

255
15.2
15.8
28
1.5

kcal
g
g
mg
g

（材料） 4人分
豚肩ロース薄切り肉

すじなしいんげん

にんじん
サラダ油
しょうがのせん切り

みょうが
キャベツ
しょうゆ・酢

健
や
か
に

　
　

大
き
く
な
っ
て
く
だ
さ
い

そ
ろ
そ
ろ
大
好
き
な

　
　

お
っ
ぱ
い
も
卒
業
！
か
な
？

い
つ
ま
で
も
こ
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
に

　
　

  

純
正
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
蟋

松尾　史隠ちゃん（加茂町）
しおん H18.2.16生

藤井　雅大ちゃん（久米町二）
まさひろ H17.12.10生

豚肉の　　
　 夏野菜巻き

● わくわく！夏休み特集・・・・・・　2・3
● 参議院議員通常選挙・・・・・・・　4
● 市有地の売却について・・・・・・　5
● 自治会功労者表彰・・・・・・・・　9
● 平成19年度　自治会役員一覧・・・　10・11

● わくわく！夏休み特集・・・・・・　2・3
● 参議院議員通常選挙・・・・・・・　4
● 市有地の売却について・・・・・・　5
● 自治会功労者表彰・・・・・・・・　9
● 平成19年度　自治会役員一覧・・・　10・11

東部小  6年
鎌田  瑞葵さん

（ぼくのだいすきな　　　　
　　　　　　りぼんちゃん） ふうが

加茂幼  5歳児
多田  楓芽ちゃん

320ｇ

120ｇ
120ｇ
大さじ1

1かけ分
4個

240ｇ

各大さじ1
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さあ、いよいよ夏休み！今回は、家族や友達同士
で参加できる市内のイベントや施設情報を集めて
みました。夏の思い出作りにでかけよう！！

さあ、いよいよ夏休み！今回は、家族や友達同士
で参加できる市内のイベントや施設情報を集めて
みました。夏の思い出作りにでかけよう！！

わくわく！ 夏休み特集わくわく！ 夏休み特集

　市内唯一の海水浴場！環境省の主催する「快水浴場
百選」に選ばれています。
日時　7月15日豸　午前10時～

●沙弥島海開き

日時　8月17日貊9：30～16：00
会場　坂出市カヌー研修センター
対象　市内在住の4歳～10歳前後の児童とその保護者
定員　20組（先着順）
参加料　1組1,500円
申込　8月10日貊までに下記まで
問合先　市体育課（蕁44・5025）

●ファミリースポーツ教室

日時　7月22日豸9：45～
会場　坂出市カヌー研修センター
参加料　1人1,000円
申込　7月1日豸～13日貊（月曜休館）下記まで
問合先　坂出市カヌー研修センター（蕁48・1885）

●第28回坂出市親子・一般カヌー教室

レジャー

日時　7月27日貊8：30～16：30
集合場所　坂出市役所
コース　香川県埋蔵文化財センター→ＪＡ香川県坂出
　園芸センター→瀬戸大橋記念公園→四国電力譁坂出
　発電所→坂出市消防署
対象　市内の小学校に在学している児童とその保護者
定員　25組50人（応募者多数の場合は抽選）
準備物　弁当、水筒
申込　はがきに住所、児童
　名（学校名・学年）、同
　伴の保護者名、電話番号
　を記入し、7月13日貊必着
　で下記まで
問合先　市秘書課
　〒762-8601坂出市室町
　　2－3－5（蕁44・5000）

●夏休み親子市政バス

日時　7月30日豺、31日貂、8月1日貉、2日貅、3日貊
　　　10：00～12：00
会場　中讃流域下水道　大束川浄化センター
対象　小学生とその保護者
定員　各日20組40人（先着順）
申込　7月24日（火）までに電話またはFAXにて下記ま
　　で（空きがあれば前日まで受付。お問い合わせください。）
問合先　大束川浄化センター
　　　　（蕁46・2016　薨46・2046）

●夏休み親子下水道見学会　参加者には記念品進呈

見　学

日時　7月24日貂10：00～13：00
会場　勤労福祉センター
内容　牛乳・乳製品を使った料理
対象　市内在住の小学生とその保護者
定員　20組（先着順）
参加料　1人約500円（材料費・保険料）
申込・問合先　市社会教育課（蕁44・5026）

●夏休み親子料理教室受講者募集

体　験

日時　7月16日豢9：00～12：00
コース　坂出港林田埠頭→中央埠頭→番の州→瀬戸大
　橋→与島→松ケ浦→林田埠頭
集合場所　坂出港林田埠頭
対象　小学生以上（幼稚園以下は保護者同伴）
定員　500人（先着順）
申込　往復はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を記
　入し、7月9日豺必着で下記まで　　
問合先　市港湾課内坂出港振興協会事務局
　　　　〒762-8601坂出市室町2－3－5（蕁44・5010）

●坂出港周遊体験航海

サンドブラストと石けん作り教室
日時　火～金曜日　9：00～16：00
対象　小学生以上（保護者同伴）
とんぼ玉作りとボトルクラフト
日時　火～金曜日　9：00～16：00
　　　※3日前までに要電話予約
対象　中学生以上
問合先　リサイクルプラザ（蕁44・2320）

●リサイクルプラザ



埋文へ行こう!!
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　1階　魁夷散策／道のある光景
　2階　イメージする自然のかたち

●第1期テーマ作品展　6月1日貊～7月16日豢

　1階　回想―北欧旅ものがたり
　2階　魁夷心象／心に映る追憶の風景

開館時間　9：00～17：00
　　　　　（8月31日までの金曜日は19：00まで）
休館日　月曜日（夏休み期間中無休）、
　　　　7月17日貂、18日貉
入場料　一般300円、高校生150円、小・中学生150円
問合先　県立東山魁夷せとうち美術館（蕁44・1333）

開館　火～金曜日　9：00～18：00
　　　土・日曜日　9：00～17：00
休館日　月曜日、7月16日豢、17日貂、31日貂、8月31日貊
問合先　大橋記念図書館（蕁45・6677）

●第2期テーマ作品展　7月19日貅～9月17日豢

黒点を見る会　太陽の黒点を天体望遠鏡で観察
　日時　夏休み期間中の毎週火曜日（7月31日は除く）
　　　　10：00～（天候により中止）
子ども映画の会　アニメ日本昔ばなし
　日時　夏休み期間中の毎週水曜日　14：00～
紙芝居の会　紙芝居、絵本の読み聞かせ
　日時　夏休み期間中の毎週金曜日（8月31日は除く）
　　　　14：00～

●夏休み期間企画

親子パソコン教室　ローマ字入力に挑戦
　日時　7月25日貉、29日豸9：30～11：30
　定員　各日親子10組
はりがねでつくる昆虫ランド　パート3
　日時　8月1日貉10：00～　定員　親子10組
こども伝承あそび教室　手作り伝承おもちゃづくり
　日時　8月5日豸9：30～、13：30～
　定員　各回親子20組
こども郷土料理教室　さぬきうどんづくりに挑戦
　日時　8月19日豸9：30～12：00
　会場　勤労福祉センター　定員　20人

●夏休み体験教室
　7月1日、図書館カウンターにて受付開始（先着順）

図書館で遊ぼう！！ 東山魁夷せとうち美術館

埋文へ行こう!!埋文へ行こう!!
まい ぶん

　県埋蔵文化財センターの20年にわたる調査結果を
時代別にわかりやすく紹介。全国的にも珍しい弥生
時代の土偶なども展示します。
日時　7月17日貂～9月7日貊
　　　9：00～17：00　土・日・祝日休館（8月中無休）

●特別展「発掘！香川の古代
　～ここまでわかった、香川の歴史～」

　県埋蔵文化財センターでは、展示資料を見ながら
、弥生時代について専門職員から考古学の話を聞き
ます。明日使えるウンチクがたくさん！
日時　8月3日貊13：30～15：00
対象　小学5年生～中学3年生
定員　各回30人（応募者多数の場合は抽選）
申込　7月20日貊までに、応募用紙を郵送またはＦＡ
　　　Ｘにて（同じ内容を記載していれば、はがきでも可）

●知ってナットク！ふるさとの歴史
　～子ども考古学教室～

日時　7月30日豺～8月3日貊、18日貍、19日豸
　　　9：00～17：00
参加費　1メニュー300円（材料費・保険料込み）
　　　　※火おこしタイムバトルのみ1回50円
勾玉づくり　10：00～、14：00～　定員　各回10人
土器づくり　  9：00～、14：00～　定員　各回10人
分銅形土製品づくり　9：00～、10：30～、13：00～
　定員　各回5人
ガラス玉づくり　（8月2日貅はお休み）
　10：30～、13：00～、15：30～　定員　各回5人
土笛づくり　9：00～、10：30～、13：00～
　定員　各回5人
石包丁づくり　9：00～、12：00～、16：00～
　定員　各回10人
火おこしタイムバトル　随時　定員　各回10人

●むかしむかし体験まつり  古代の技術に挑戦しよう！ 　芝生広場で、土器を使っての食事や、弥生人にな
りきった親子キャンプを体験！
日時　8月4日貍～8月5日豸
内容　1日目　勾玉づくり体験、脱穀・狩猟体験、糸つ
　むぎ体験、海の幸・山の幸バーベキュー（夕食）
　2日目　おかゆづくり（朝食）、土器づくり体験
定員　5家族（応募者多数の場合は抽選）
参加料　1家族5,000円
申込　7月20日貊までに、応募用紙を郵送またはＦＡ
　Ｘにて（同じ内容を記載していれば、はがきでも可）

開　館　9：00～17：00
休館日　土・日・祝日
問合先　県埋蔵文化財センター
　　　　〒762-0024坂出市府中町南谷5001-4
　　　　（蕁48・2191　薨48・3249）

●弥生人体験キャンプ2007！

まがたま
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お知らせ

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

一
票
を　

重
ね
て
築
く　

夢
未
来

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
切
な
国
政
選
挙
で
す
。
み
ん
な

で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
で
き
る
か
た
は

　

日
本
国
民
で
、
選
挙
期
日
に
20
歳
以

上
の
か
た
で
、
公
示
日
前
日
の
３
カ
月

以
上
前
か
ら
坂
出
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
引
き
続
き
坂
出

市
に
住
ん
で
い
る
か
た
で
す
。

●
公
示
日
の
３
カ
月
前
以
降
、
他
市
町

か
ら
本
市
に
転
入
届
を
提
出
し
、
前
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、
本
市
で
の
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

※

　

本
市
で
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
場

　

合
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員

　

会
へ
不
在
者
投
票
用
紙
を
請
求
し
、

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
坂
出
市
に
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
県

外
で
居
住
す
る
学
生
の
か
た
は
、
居
住

地
が
住
所
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
坂
出
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
そ

の
他
所
用
で
投
票
区
域
外
に
出
か
け
る

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
か
た
は
、

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
投
票
期
間

　

公
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前

　

日
ま
で

●
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
投
票
場
所

　

坂
出
市
役
所
１
階
玄
関
ホ
ー
ル
内
会
議
室

　

な
お
、
投
票
に
当
た
っ
て
は
、
投
票

用
紙
等
請
求
書
、
宣
誓
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
れ

ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

他
市
町
に
滞
在
中
、
入
院
中
な
ど
の

理
由
で
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

か
た
は
、
投
票
日
前
に
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
、
入
院
中
の
病
院
な
ど
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
投
票
期
間

　

公
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前

　

日
ま
で

■
入
場
整
理
券
は

　

入
場
整
理
券
は
、
郵
送
し
ま
す
。
入

場
整
理
券
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
を
紛
失
し
た
り
、

忘
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
投
票
は
で
き

ま
す
。
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■
投
票
は

　

選
挙
期
日
の
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
市
内
28
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま

す
。
（
瀬
居
町
、
沙
弥
島
、
与
島
町
、

岩
黒
、
櫃
石
の
投
票
所
は
午
前
６
時
〜

午
後
７
時
）

■
開
票
と
速
報
は

●
開
票

　

選
挙
期
日
の
午
後
９
時
〜

　

市
立
体
育
館
に
て

●
速
報

　

選
挙
期
日
の
午
後
９
時
50
分
〜
30
分

　

ご
と
（
香
川
県
選
出
議
員
選
挙
）

　

市
立
体
育
館
開
票
速
報
掲
示
板
に
て

■
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
２
０
）
へ

候補者名でも、
政党名でも投票できます。

参議院比例代表選挙「非拘束名簿式」のしくみ
　参議院選挙は非拘束式比例代表制が導入されていま
す。
　非拘束式比例代表制とは、政党内の当選順位を候補
者個人の得票数で決めるものです。個人名の投票もそ
の所属政党に投票したことになり、政党名と所属候補
者の合計得票数に基
づき「ドント式」に
より各政党に議席が
配分され、当選者が
候補者個人の得票数
の多い順に決定され
ます。

ご存知ですか?  郵便等投票制度
　次のいずれかに該当する体の不自由なかたは、あら
かじめ市選挙管理委員会委員長が発行する郵便等投票
証明書を取得することで、郵便等で不在者投票をする
ことができます。

■郵便による不在者投票用紙の請求は
　選挙期日の4日前までに市選挙管理委員会にご請求ください。

■郵便等による不在者投票における代理記載制度の対象者
　上記の郵便等投票対象者のうち次のいずれかに該当
するかたは、代理記載が認められます。
◆身体障害者手帳所持者
　上肢、視覚の障害の程度が1級
◆戦傷病者手帳所持者
　上肢、視覚の障害の程度が特別項症から第2項症

■郵便等による不在者投票の対象者

◆介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介護5」

◆身体障害者手帳所持者 ◆戦傷病者手帳所持者
障害程度

障害名

両下肢、体幹
移動機能の障害 ○○

－ ○○

障害名

障害程度

○

○

○

○

○

○ ○

心臓、じん臓
呼吸器、ぼうこう
直腸、小腸の障害

両下肢、体幹
の障害　　

心臓、じん臓
呼吸器、ぼうこう
直腸、小腸の障害免疫の障害 ○○○

３
級

２
級

１
級

特
別
項
症

第
１
項
症

第
２
項
症

第
３
項
症



市有地の売却について市有地の売却について市有地の売却について
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お知らせ

●

●

●
●

申込受付期間・方法

申込資格・条件

申 込 区 画 数
売買代金の納付

7月2日豺～7月31日貂　午前8時30分～午後5時（土・日・祝日は除く）
財政課備え付けの用紙で申し込んでください。
坂出市内外を問わず、個人もしくは法人で、いずれも市税等を滞納していないかた
※  申込が複数あった場合は、抽選とします。
個人・法人ともに1区画とし、法人の場合は1店舗、1事業所に限ります。
契約締結時（8月予定）に売買代金の10％を契約保証金として納付し、残金は市が
指定する日（9月予定）までに全額一括払いとします。

所 在 地 林田町字川原1995番7
宅地面積 225.95裃

容 積 率 200％
建ぺい率 70％
用途地域　白地（特定用途制限地域）

単　価 40,000円／裃
132,200円／坪

価　格 9,038,000円

ゴルフ場

さぬき浜街道（臨海産業道路）
県
道
林
田
府
中
線

林田
小学校

綾　

川

1号物件

1号物件
所 在 地 江尻町字北新開1264番15
宅地面積 203.14裃

容 積 率 200％
建ぺい率 60％
用途地域　第二種住居地域

単　価 69,000円／裃
228,100円／坪

価　格 14,016,660円

2号物件

所 在 地 築港町一丁目260番5
宅地面積 327.60裃

容 積 率 200％
建ぺい率 60％
用途地域　準工業地域

単　価 36,300円／裃
120,000円／坪

価　格 11,891,880円

3号物件
所 在 地 大池町197番26
宅地面積 91.42裃

容 積 率 200％
建ぺい率 60％
用途地域　第一種住居地域

単　価 45,200円／裃
149,400円／坪

価　格 4,132,184円

4号物件

2号物件

金山集会所

坂出警察署
香川県坂出
合同庁舎

公園

さぬき浜街道
緩衝緑地

両景橋

西
運
河

港務所

3号物件

4号物件

鎌
田
池
公
園

鎌
田
池 神社

国道11号

■詳しくは、市財政課（蕁44・5003）へ
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お知らせ

対
象
者

・
心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭
等
・
乳

幼
児
（
１
歳
か
ら
５
歳
）
で
医
療
費

助
成
を
受
け
ら
れ
て
い
る
か
た

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
者

証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
現
在
の
受

給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
ま
で
で
す
。
７
月
診
療
分
ま
で
の

請
求
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
市
保
健

課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
給
資
格
者
証
の
誤
り
、

健
康
保
険
証
の
変
更
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
市
保
健
課
ま
で
お
届
け
く
だ

さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
保
健
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
６
）
へ

福
祉
医
療
費
助
成
を

　

受
け
ら
れ
て
い
る
か
た
へ

　

四
国
電
力
譁
坂
出
発
電
所
で
は
、

天
然
ガ
ス
火
力
発
電
設
備
に
更
新
し

よ
う
と
す
る
１
号
機
リ
プ
レ
ー
ス
計

画
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
を

作
成
し
、
住
民
の
み
な
さ
ま
に
縦
覧

し
て
い
ま
す
。

●
環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

日
時　

６
月
25
日
豺
〜
７
月
24
日
貂

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

四
国
電
力
譁
坂
出
発
電
所

　

な
お
、
平
日
に
つ
い
て
は
、
市
環

境
交
通
課
、
県
環
境
政
策
課
、
宇
多

津
町
住
民
生
活
課
に
て
縦
覧
で
き
ま

す
。

■
詳
し
く
は
、
四
国
電
力
譁
総
合
企

　

画
室
環
境
部
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

グ
ル
ー
プ
（
蕁
０
５
０
・
８
８
０

　

１
・
３
２
４
１
）
へ

坂
出
発
電
所
1
号
機
リ
プ
レ
ー
ス
計
画

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

坂
出
市
情
報
公
開
条
例
第
26
条
の

規
定
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
の
行
政

文
書
の
公
開
の
実
施
状
況
を
公
開
し

ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
２
）
へ

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
２
）
へ

情
報
公
開
の
状
況

　

「
大
き
な
仕
事
を
す
る
た
め
の
小

さ
な
市
役
所
」
を
目
指
し
て
、
平
成

19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
５
年
間

行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定

募
集
期
間　

７
月
５
日
貅
〜
12
日
貅

受
付
場
所　

市
建
設
課

募
集
住
宅

【
公
営
住
宅
】

●
八
十
場
西
団
地

・
昭
和
52
年
度
竣
工　

簡
二　

３
Ｋ

　
　

月
額
家
賃　

１
２，
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

２
４，
９
０
０
円　

１
戸

●
新
常
盤
団
地

・
平
成
３
年
度
竣
工　

中
耐　

３
Ｄ
Ｋ

　
　

月
額
家
賃　

２
２，
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

４
６，
０
０
０
円　

１
戸

●
新
林
田
団
地

・
平
成
７
年
度
竣
工　

中
耐　

２
Ｄ
Ｋ

　
　

月
額
家
賃　

１
９，
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

４
１，
９
０
０
円　

１
戸

【
改
良
住
宅
】

●
京
町
団
地

・
昭
和
40
年
度
竣
工　

中
耐　

２
Ｋ

　
　

月
額
家
賃　
　

９，
０
０
０
円　

１
戸

・
昭
和
45
年
度
竣
工　

中
耐　

２
Ｋ

　
　

月
額
家
賃　
　

８，
０
０
０
円　

１
戸

・
昭
和
60
年
度
竣
工　

中
耐　

２
Ｄ
Ｋ

　
　

月
額
家
賃　

３
２，
０
０
０
円　

２
戸

入
居
資
格

蘆
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
先
を
有
し
て

　

現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

蘆
入
居
の
際
、
同
居
の
親
族
が
い
る
か
た

蘆
市
税
の
滞
納
の
な
い
か
た

蘆
収
入
で
月
額
所
得
（
諸
控
除
後
）
の
金

　

額
が
次
の
基
準
に
適
合
す
る
か
た

・
公
営
住
宅
で
は
２
０
０，
０
０
０
円
（
裁
量
階

　

層
２
６
８，
０
０
０
円
）
以
下
の
か
た

　

（
夫
婦
子
供
２
人
の
標
準
世
帯
で
、
年
間
総
収
入

　

が
５，
１
０
４，
０
０
０
円
未
満
）

・
改
良
住
宅
で
は
１
３
７，
０
０
０
円
（
裁
量
階

　

層
１
７
８，
０
０
０
円
）
以
下
の
か
た

　

（
夫
婦
子
供
２
人
の
標
準
世
帯
で
、
年
間
総
収
入

　

が
４，
１
５
６，
０
０
０
円
未
満
）

■
詳
し
く
は
、
市
建
設
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
１
１
）
へ

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

坂
出
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
52

条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
の

個
人
情
報
の
開
示
等
の
実
施
状
況
を

公
開
し
ま
す
。

個
人
情
報
の
開
示
等
の
状
況

　

広
く
市
民
の
み
な
さ
ま
が
高
度
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
恩
恵

を
享
受
で
き
る
よ
う
、
行
政
運
営
の

効
率
化
を
図
る
情
報
化
施
策
計
画
を

ま
と
め
ま
し
た
。
計
画
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
、
そ
の
全
文
は
市
企
画
課
、
各
出

張
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
企
画
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
１
）
へ

募
集
期
間　

７
月
５
日
貅
〜
12
日
貅

受
付
場
所　

市
建
設
課

募
集
区
画　

市
営
京
町
駐
車
場
３
区
画

　
　

（
京
町
二
丁
目
１
３
９
１-

１
）

使
用
料　

月
額
６，
０
０
０
円
（
１
区
画

　

は
軽
自
動
車
用
の
た
め
５，
０
０
０
円
）

利
用
条
件　

居
住
ま
た
は
通
勤
の
た

　

め
自
ら
が
京
町
駐
車
場
を
使
用
す

　

る
か
た

■
詳
し
く
は
、
市
建
設
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
１
１
）
へ

市
営
京
町
定
期
駐
車
場
募
集

第
2
次
情
報
化
推
進
基
本
計
画
を
策
定

公
開
請
求
の
件
数

89
件

公
開
申
出
の
件
数

全
部
公
開
決
定
の
件
数

一
部
公
開
決
定
の
件
数

内　訳

非
公
開
決
定
の
件
数

4
件

25
件

43
件

25
件

個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数

453
件

開
示
請
求
の
件
数

5
件

全
部
開
示
決
定
の
件
数

一
部
開
示
決
定
の
件
数

不
開
示
決
定
の
件
数

内　訳訂
正
請
求
の
件
数

利
用
停
止
請
求
の
件
数

4
件

1
件

0
件

0
件

0
件

の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

普
通
会
計
職
員
数
を
10
年
間
で
20

％
削
減
し
、
５
０
０
人
体
制
を
目
標

と
す
る
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政

の
ス
リ
ム
化
や
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削

減
を
図
り
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
全
文

は
市
企
画
課
、
各
出
張
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
企
画
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
１
）
へ
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お知らせ
　

市
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
10
月
28
日
に
開
催
さ
れ
る

第
14
回
市
民
体
育
祭
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ま
の
奮
っ
て
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
か
た

応
募
方
法

　

市
体
育
課
・
市
出
張
所
等
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
て
市
体
育
課
へ

募
集
期
間

　

７
月
２
日
豺
〜
８
月
10
日
貊

入
賞
者　

優
秀
賞
１
人　

佳
作
５
人

　

（
広
報
10
月
号
で
発
表
し
、
授
賞
式

　
　

は
市
民
体
育
祭
当
日
に
行
い
ま
す
）

■
詳
し
く
は
、
市
体
育
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
２
５

　
　
　
　
　

薨
44
・
４
５
６
６
）
へ

　

地
域
の
人
び
と
と
ふ
れ
あ
い
た
い
子

育
て
奮
闘
中
の
か
た
、
子
育
て
の
知
恵

を
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
か
た
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

10
月
以
降
の
予
定
は
、
10
月
号
で

掲
載
い
た
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
課
児
童

　

母
子
福
祉
係

　

（
蕁
44
・
５
０
０
７
内
線
１
６
７
）
へ

第
14
回
市
民
体
育
祭

　
　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

日
時　

７
月
30
日
豺

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

市
民
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

●
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

●
人
権
講
演
会

　
　

午
後
２
時
〜

講
師　

辛
坊　

治
郎
氏

　
　
　

（
読
売
テ
レ
ビ
解
説
委
員
）

テ
ー
マ

　

「
〜
情
報
の
正
し
い
選
び
方
〜

　
　

人
権
を
侵
害
し
な
い
た
め
に
」

■
詳
し
く
は
、
市
人
権
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
８
）
へ

人
権
を
守
る

  

坂
出
・
綾
歌
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

●
テ
ー
マ

　

「
み
が
き
あ
お
う
！
人
権
感
覚
」

●
映　

画

　

「
桂
文
福
の
ふ
れ
あ
い
人
権
噺
」

※

松
山
校
区
は
、
５
月
24
日
に
開
催

　

し
ま
し
た
。

■
詳
し
く
は
、
市
人
権
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
８
）
へ

校
区
別
人
権
啓
発
映
画
・

　
　
　

人
権
を
語
り
合
う
会

●
手
話
通
訳

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

今
年
度
の
成
人
式
に
お
い
て
手
話

通
訳
を
し
て
く
だ
さ
る
か
た
を
募
集

し
ま
す
。
心
温
ま
る
感
動
の
瞬
間
を

一
緒
に
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

2
0
0
8
年
成
人
式
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

第
13
回
一
日
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

校  区
王  越
金  山
西  部
中  央
東  部
加  茂
林  田
府  中
西  庄
川  津

月　日 時　間
7月  7日貍
7月18日貉

7月26日貅

7月28日貍
7月30日豺
8月25日貍
9月  5日貉
9月10日豺

19：30～20：30
19：30～20：40

19：00～20：30

19：30～20：30
19：00～20：00
19：30～21：00
14：30～15：30
20：00～21：00

場　所
王越町保健センター
金山集会所

勤労福祉センター
2階研修室

加茂公民館
林田公民館
府中公民館
西庄公民館
川津公民館

と　

き

内　

容

と
こ
ろ

7
月
10
日
貂

櫃
石
公
民
館

9
月
11
日
貂
東
部
老
人
い
こ
い
の
家

9
月
13
日
貅

岩
黒
集
会
場

9
月
18
日
貂

加
茂
公
民
館

9
月
25
日
貂

府
中
公
民
館
・お手玉遊び、わらべうた
・育児相談
・親子あそび
・情報交換
・地域のかたとのお話

と　

き

内　

容

と
こ
ろ

7
月
10
日
貂

櫃
石
公
民
館

9
月
11
日
貂
東
部
老
人
い
こ
い
の
家

9
月
13
日
貅

岩
黒
集
会
場

9
月
18
日
貂

加
茂
公
民
館

9
月
25
日
貂

府
中
公
民
館

10
月
4
日
貅
瀬
居
西
浦
公
民
館

10
月
9
日
貂

西
庄
公
民
館

10
月
16
日
貂

松
山
公
民
館

10
月
23
日
貂

金
山
集
会
場

10
月
30
日
貂

南
部
公
民
館

11
月
1
日
貅

林
田
公
民
館

11
月
13
日
貂
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
月
20
日
貂
王
越
保
健
セ
ン
タ
ー

11
月
27
日
貂
川
津
老
人
い
こ
い
の
家

●伝承遊びボランティア“たんぽぽ”による
　お手玉遊び、わらべうた
●育児相談　●親子あそび　●情報交換
●地域のかたとのお話

（
こ
ど
も
広
場
）

対
象

　

漓
今
年
度
の
成
人
式
に
参
加
さ
れ

　
　

る
成
人
の
か
た

　

滷
市
内
在
住
の
高
校
生
以
下
の
学

　
　

生
の
か
た

　

澆
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
30
歳
未

　
　

満
の
か
た

募
集
人
数　

数
人

●
成
人
式
受
付
等

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

今
年
の
成
人
式
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
受
付
等
を
し
て
く
だ
さ
る

10
代
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず

れ
成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
、
一

足
先
に
成
人
式
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

対
象　

市
内
在
住
、
通
勤
・
通
学
の

　

10
代
の
か
た

募
集
人
数　

数
人

締
切　

10
月
31
日
貉

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
２
６
）
へ

　

個
人
の
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

深
く
関
わ
る
調
査
を
行
う
、
い
わ
ゆ

る
興
信
所
な
ど
の
探
偵
業
を
規
制
す

る
「
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」
（
探
偵
業
法
）
が
、
本
年

６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
探
偵
業
者
の
義

「
探
偵
業
法
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

務
と
し
て
、

・
公
安
委
員
会
へ
の
届
出
の
義
務

・
契
約
締
結
前
に
依
頼
者
か
ら
、
調

　

査
結
果
を
差
別
的
取
扱
い
や
違
法

　

な
行
為
に
用
い
な
い
旨
の
書
面
の

　

交
付
を
受
け
る
義
務

・
調
査
の
結
果
が
、
差
別
的
取
扱
い

　

や
違
法
な
行
為
の
た
め
に
用
い
ら

　

れ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
当

　

該
探
偵
業
務
を
中
止
す
る
義
務

等
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
趣
旨
を
理
解
し
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
差
別
的
な
取

扱
い
に
つ
な
が
る
「
身
元
調
査
を
し

な
い
」
「
依
頼
し
な
い
」
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

■
詳
し
く
は
、
市
人
権
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
８
）
へ

ば
な
し
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お知らせ

　

沖
縄
・
奄
美
・
ト
カ
ラ
・
小
笠
原
に

は
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
に
被
害
を
与
え

る
病
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
害
虫
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
、
一
部
の
植
物
の
未
発
生
地
域
へ
の

持
ち
込
み
を
法
律
に
よ
っ
て
規
制
し
て

お
り
、
違
反
者
に
は
罰
則
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
神
戸
植
物
防
疫
所
坂

　

出
支
所
（
蕁
46
・
４
０
１
８
）
へ

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

７
月
15
日
か
ら
21
日
は
県
民
防
災

週
間
で
す
。
期
間
中
、
県
内
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
防
災
関
連
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
香
川
県
防
災
対
策
基
本
条

例
の
制
定
か
ら
１
年
、
こ
の
機
会
に

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

●
県
民
防
災
週
間
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

７
月
15
日
豸
午
後
１
時
〜

会
場　

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
（
高
松
市
）

内
容

・
基
調
講
演
「
自
然
災
害
に
備
え
て
」

　
　

京
都
大
学
防
災
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　

河
田　

恵
昭　

氏

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ
「
自
助
・
共
助
・

　
　
　
　
　

公
助
の
連
携
と
協
働
」

●
夏
休
み
親
子
防
災
教
室

日
時　

７
月
21
日
貍
午
前
９
時
〜

会
場　

香
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
）

内
容　

防
災
工
作
教
室
、
応
急
手
当

　

教
室
、
防
災
非
常
食
試
食
等

■
詳
し
く
は
、
県
防
災
局
危
機
管
理
課

　

危
機
管
理
・
南
海
地
震
グ
ル
ー
プ

　

（
蕁
０
８
７
・
８
３
２
・
３
１
８
７
）
へ

★
坂
出
市
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

　

坂
出
市
で
は
、
県
民
防
災
週
間
に
合

わ
せ
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

７
月
15
日
豸
午
前
９
時
〜

場
所　

市
立
西
庄
小
学
校

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
２
）
へ

県
民
防
災
週
間
２
０
０
７

　
　

7
月
15
日
(日)
〜
21
日
(土)

漓
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
受
給
資

　

格
要
件
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時
間
に

よ
る
被
保
険
者
区
分
を
な
く
し
、
雇

用
保
険
の
基
本
手
当
の
受
給
要
件
を

一
本
化
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
平
成

19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た

か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
週
所
定
労
働
時
間
が
30
時
間
以
上

　

の
場
合
は
、
被
保
険
者
期
間
と
し

　

て
14
日
以
上
の
勤
務
月
が
６
カ
月

　

以
上
必
要

・
週
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

　

30
時
間
未
満
の
場
合
、
被
保
険
者

　

期
間
と
し
て
11
日
以
上
の
勤
務
月

　

が
12
ヵ
月
以
上
必
要

・
週
所
定
労
働
時
間
の
長
短
に
か
か

　

わ
ら
ず
、
被
保
険
者
期
間
と
し
て

　

原
則
11
日
以
上
の
勤
務
月
が
12
ヵ

　

月
以
上
必
要

旧新

・
被
保
険
者
期
間
３
年
以
上
５
年
未
満

　
　

 

20
％
（
上
限
10
万
円
）

旧

・
被
保
険
者
期
間
３
年
以
上

　
　

20
％
（
上
限
10
万
円
）

新

滷
育
児
休
業
給
付
の
職
場
復
帰
給
付

　

金
の
給
付
率
が
10
％
か
ら
20
％
に

　

上
が
り
ま
す

　

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
職
場

に
復
帰
さ
れ
た
か
た
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
に
育
児
休
業
を
開
始

さ
れ
た
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

澆
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
と
内
容
が

　

変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
い
た
給
付
率
、
上
限

額
を
一
本
化
し
ま
す
。
平
成
19
年
10

月
１
日
以
降
に
受
講
開
始
さ
れ
た
か

た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

　

初
回
に
限
り
、
被
保
険
者
期
間

　

１
年
以
上
で
受
給
が
可
能
で
す
。

■
詳
し
く
は
、
香
川
労
働
局
職
業
安

　

定
課
（
蕁
０
８
７
・
８
１
１
・
８
９

　

２
２
）
へ

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

アリモドキゾウムシによる被害さつまいも

アリモドキゾウムシ
（大きさ約6mm）

イモゾウムシ
（大きさ約4mm）

〜
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
と

　
　
　
　
　
　

推
進
を
目
指
し
て
〜

　

坂
出
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

（
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　

午
前
７
時
30
分
〜

7
月
29
日
（日）

　

前
夜
祭
（
市
民
広
場
）
午
後
６
時
〜

8
月
3
日
（金）

　

瀬
戸
大
橋
パ
レ
ー
ド
（
駅
前
通
り
）

　
　

午
後
４
時
〜

　

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
（
駅
前
通
り
）

　
　

午
後
５
時
30
分
〜

　

総
お
ど
り

　

（
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場
・
駅
前
通
り
）

　
　

午
後
７
時
〜
９
時

　

土
曜
デ
ー
（
商
店
街
）

　
　

午
後
５
時
〜
９
時

　

海
上
花
火
大
会
（
坂
出
港
）

　
　

午
後
９
時
30
分
〜
10
時

8
月
4
日
（土）

　

坂
出
市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

（
瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

太
鼓
台
競
演
（
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場
周
辺
）

　
　

午
後
６
時
〜
９
時

■
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
１
５
）
へ

8
月
5
日
（日）

第
42
回
さ
か
い
で
大
橋
ま
つ
り

★2007年
　太鼓台競演カレンダー
　　発売中！（500円）

市
制
施
行
65
周
年
記
念

　

被
保
険
者
期
間
５
年
以
上

　
　

 

40
％
（
上
限
20
万
円
）
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校
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

西
部

西
庄

内
浜
東

八
十
場
東
団
地

前　

田　

昌　
　

藤　

本　

輝　

男

校
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

西
部

加
茂

与
島

ハ
イ
ツ
白
金

牛
の
子

塩
浜

校　

区

氏　
　
　

名

府　

中

末　

包　

修
一
郎

●
特
別
永
年
功
労
（
会
長
歴
20
年
）

●
連
合
自
治
会
功
労

●
特
別
功
労
（
会
長
歴
15
年
）

校
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

西
部

中
央〃

東
部〃〃

林
田〃

富
士
見
四

寿
町
中
央

文
明
町

南
新
通
町

新
谷
町

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
昭
和
町

東
梶

北
須
賀

白　

川　

盛　

幸

角　

森　

冨　

彦

小　

塚　

皓　

之

難　

波　

寛　

之

別　

府　

健　

二

簀　

戸　

幸　

男

髙　

木　

和　

俊

猪　

熊　

和　

由

●
永
年
功
労
（
会
長
歴
10
年
）

校
区

氏　
　
　

名

西
部〃

自
治
会
名

西
通
四
区

新
浜
四
区

北　

原　

和　

恵

濵　

田　

里　

子

　

平
成
19
年
度
の
坂
出
市
連
合
自
治
会
総
会
に
お
い
て
、
自
治
会
運
営
に
功
労
の
あ

っ
た
35
人
に
市
長
か
ら
感
謝
状
が
、
ま
た
、
26
人
に
市
連
合
自
治
会
長
か
ら
表
彰
状

が
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

校
区

氏　
　
　

名

西
部

中
央〃

東
部〃〃

金
山〃

西
庄〃

林
田〃

加
茂〃

与
島〃

府
中〃

川
津〃

松
山〃

王
越〃

自
治
会
名

御
供
所
中
央

宮
下
通

海
岸
町

笠
山
通
り

新
谷
町

京
町

福
江
一
中
央

新
開
金
山

醍
醐
北

八
十
場
西
団
地

中
川
原

上
林
田

樋
ノ
本
西

鴨
庄
西

塩
浜

沙
弥

桜
ヶ
丘

本
村

折
居
二

蓮
尺
北

大
屋
冨
町
中
北

青
海
町
鎹

木
沢
三
区
東

浜
分
第
一

浅　

野　

恵
美
子

中　

山　
　
　

務

髙　

木　

正　

文

直　

井　

ハ
ツ
子

三　

木　

賢　

一

阿　

河　

啓　

子

大　

林　

茂　

治

中　

条　

恭　

博

大　

藤　

好　

枝

新　

谷　

京　

子

中　

條　
　
　

巖

宮　

武　

純　

司

小　

野　

清　

照

旅　

田　

文　

夫

小　

林　

勝　

子

山　

本　

冨
貴
男

入　

口　

孝　

厚

松　

田　
　
　

実

川　

北　
　
　

毅

山　

下　

正　

一

藤　

井　

貞　

夫

要　
　
　

照　

雄

豊　

田　

和　

生

東　

原　

清　

勝

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
平
素
市
政
発
展
に
ご
尽
力
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
う
え
か
ら
暑
中
お
見
舞
い
状
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

暑
さ
厳
し
い
折
、
ご
家
族
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

暑
中
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す

坂　

出　

市　

長

松
浦　

稔
明

坂
出
市
議
会
議
長

稲
田　

茂
樹

平
成
19
年
度

役

職

名

校　

区

氏　
　

名

会
　

長

矢　

野　

武　

子

副
会
長
・
会
計

副

会

長

明　

石　

正　

子

書
　

記

多
田
羅　

廣　

子

監
　

査

川　

本　

ミ
サ
ヲ

監
　

査

今　

井　

時　

子

平　

井　
　
　

都

朝
日
奈　

好　

子

浅　

野　

恵　

子

佐　

野　

伊
勢
子

松　

浦　

佳　

子

上　

原　

チ　

ヨ

阪　

入　

ス
ミ
子

川　

津

林　

田

中　

央

加　

茂

西　

部

西　

庄

金　

山

与　

島

瀬　

居

松　

山

府　

中

東　

部

櫃　

石

東　

山　

美
枝
子

王　

越

木　

下　

恵　

子

（
敬
称
略
）

校
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

西
部〃

中
央〃〃

東
部〃〃

金
山〃〃〃

西
庄〃

林
田〃

府
中

川
津〃〃

松
山〃

古
戦
場

西
山

富
士
見
中

鍛
冶
屋
町

自
由
町

久
米
町
第
三

新
京
町

新
町

福
江
中

南
條

江
尻
町
東
条

江
尻
北

別
宮

八
十
場
中

西
梶
川
原

浜
西

濃
峰

東
山
西

小
山
団
地

乗
越

高
屋
町
蚊
渕

大
屋
冨
町
川
端

●
５
年
表
彰
（
会
長
歴
５
年
）

役
職
名

氏　
　
　

名

会　

長

副
会
長

〃〃
会
計
監
事

〃
理　

事
〃〃〃〃〃

加　

茂

中　

央

西　

庄

川　

津

西　

部

林　

田

東　

部

金　

山

与　

島

府　

中

松　

山

王　

越
校
区

杉　

闢　

正　

則

小　

濱　

良　

一

井　

上　

孝　
　

田　

淵　

康　

之

宮　

西　

嘉　

廣

闍　

木　

和　

俊

中　

河　

哲　

郎

若　

谷　
　
　

猛

山　

岡　
　
　

勉

尾　

闢　
　
　

健

冨
木
田　
　
　

慧

森　

田　
　
　
　

阿　

河　

治　

則

久　

角　

龍　

雄

小　

林　

光　

義

与
島

王
越

沙
弥

西
分
第
一

高　

尾　

義　

明

森　

田　
　
　
　

吉　

原　

正　

平

山　

本　

一　

俊

津　

郷　

和　

夫

多
田
羅　

鷲　

二

中　

野　

敏　

夫

竹　

田　
　
　

愈

寺　

井　

貞　

徳

多
田
羅　

良　

弘

中　

村　
　
　

毅

東　

原　

弘　

文

粉　

川　

義　

文

大　

北　

倍　

弘

井　

上　

孝　
　

須　

﨑　

新　

一

髙　

橋　

義　

久

細　

谷　

昌　

三

松　

本　
　
　

桂

田　

淵　

康　

之

二　

場　

晃　

一

秋　

山　

俊　

夫

三　

野　

久　

夫

川　

田　
　
　

稔
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◇
御
供
所
北

正　

蛭
子　

光
久

副　

川
崎　

泰
弘

〃　

網
野　

末
博

〃　

浜
本　

良
市

〃　

蛭
子　

道
雄

◇
御
供
所
中
央

正　
　

田　

忠
之

副　

瀬
戸　

正
良

〃　

渡
辺　
　

武

〃　

三
好　

隆
夫

◇
御
供
所
東

正　

竹
林　

昭
三

副　

前
川　

昭
雄

〃　

泉　
　

忠
男

◇
緑
町

正　

吉
田　

耕
一

副　

山
口　
　

聖

〃　

佐
藤　

治
美

◇
常
盤
町

正　

前
谷　

義
朗

副　

樋
口　

大
和

〃　

三
井　

義
春

◇
西
大
浜
西
部

正　

河
邊　
　

功

副　

田
邉　

昌
彰

〃　

森
高　

浩
嗣

◇
田
尾

正　

唐
渡　

恒
幸

副　

木
部　

三
郎

〃　

近
藤　

好
恵

◇
八
幡
団
地

正　

太
田　

次
郎

副　

河
辺　

秀
高

〃　

塩
谷　

寿
男

〃　

草
薙　

俊
彦

◇
内
浜
西

正　

前
田　

綾
子

副　

米
谷　

元
一

〃　

米
澤　
　

勇

〃　

横
川
日
佐
夫

◇
内
浜
中

正　

豊
嶋　
　

稠

副　

楠　
　

正
和

〃　

木
村　

隆
則

〃　

井
手
下
英
明

◇
内
浜
東

正　

渡
辺　

恭
幸

副　

楠　

五
三
男

〃　

米
沢
美
枝
子

〃　

白
川　

武
司

◇
此
花
西

正　

和
唐　

俊
範

副　

岩
本　

政
彦

〃　

津
島　
　

浩

◇
此
花
東

正　

藤
原　

忠
臣

副　

中
橋　

治
彦

〃　

林　
　

博
子

◇
西
通
中

正　

中
井　

富
生

副　

大
井　
　

透

〃　

宮
本　

信
幸

◇
西
通
三
区

正　

藤
川　

正
博

副　

松
永　

貞
一

◇
西
通
四
区

正　

北
原　
　

登

副　

藤
本　

勝
造

◇
西
松
町

正　

宮
田　

武
則

副　

津
山　
　

昭

〃　

豊
島
伊
佐
雄

〃　

定
浪　

武
夫

◇
ハ
イ
ツ
白
金

正　

阿
河　

治
則

副　

阿
河　

光
子

◇
新
富
町

正　

阿
部　

信
夫

副　

堀
岡　

辰
雄

◇
新
浜
一
区

正　

宮
西　

嘉
廣

副　

山
下　

末
弘

〃　

田
邉　

留
男

◇
新
浜
二
区

正　

花
田
十
一
郎

副　

三
宅　

将
雄

〃　

中
山　

博
文

◇
新
浜
三
区

正　

古
川　
　

渉

副　

山
田　

時
男

〃　

多
田
羅
善
弘

〃　

木
田　

泰
行

◇
新
浜
四
区

正　

浜
田　

英
雄

副　

米
田　

俊
二

〃　

濱
田
多
鶴
子

◇
青
葉
町

正　

澤
田　

茂
樹

副　

山
地　

廣
次

〃　

清
水　

福
夫

◇
松
風
町

正　

溝
口　

政
徳

副　

綾
野　

紀
子

◇
学
園
通
り

正　

嶋
田
満
寿
美

副　

網
干　

麗
子

〃　

多
田
羅
恵
子

◇
松
風
南

正　

川
井　
　

保

副　

末
澤　
　

勝

◇
富
士
見
四

正　

白
川　

盛
幸

副　

好
原　

基
春

〃　

大
林　

久
夫

〃　
　

原
京
三
郎

◇
古
戦
場

正　

吉
原　

正
平

副　

坂
本　

英
子

〃　

津
島　

武
志

◇
西
山

正　

山
本　

一
俊

副　

大
林
二
三
夫

◇
池
園
町

正　

横
田　
　

漠

副　

長
尾　

廣
二

〃　

吉
田　

通
郎

◇
池
園
南

正　

多
田
羅
一
善

副　

村
北　
　

勲

◇
小
山

正　

久
保　
　

満

副　

後
藤
志
津
子

◇
小
山
町

正　

山
本　

嘉
徳

副　

山
西　

勝
義

◇
小
山
中
央

正　

尾
立
竹
次
郎

副　

来
田　

正
治

◇
富
士
見
南

正　

茨　
　

良
徳

副　

川
田
喜
一
郎

〃　

田
辺　

昌
寛

〃　

吉
田　
　

悧

〃　

前
場　

憲
夫

◇
富
士
見
中

正　

津
郷　

和
夫

副　

香
川　
　

稔

〃　

安
井　

正
夫

◇
富
士
見
北

正　

尾
崎　

眞
一

副　

福
浜　

一
郎

◇
梅
園
町

正　

並
木　

文
夫

副　

筒
井　
　

弘

〃　

久
米
希
久
夫

〃　

松
井　
　

実

◇
本
町

正　

國
時　

忠
能

副　

高
須　

美
光

◇
本
町
南

正　

山
下　

光
男

副　

小
笠
原
幹
夫

〃　

山
ノ
井
香
代
子

◇
本
町
北

正　

行
成　

保
信

副　

中
村　

寿
夫

〃　

多
田
羅
光
子

◇
寿
町
中
央

正　

角
森　

冨
彦

副　

浜
田　

信
夫

◇
鍛
冶
屋
町

正　

多
田
羅
鷲
二

副　

井
上　

照
也

◇
西
幸
町

正　

小
濱　

良
一

副　

大
林　

隆
雄

◇
幸
町

正　

渡
田　

康
男

副　

三
木　

龍
一

〃　

広
瀬　

康
司

◇
文
明
町

正　

小
塚　

皓
之

副　

吉
本　

輝
男

〃　

西
川　

俊
男

◇
明
神
町

正　

西
川　

文
夫

副　

中
川　

正
孝

◇
宮
下
通

正　

鎌
田　

義
一

副　

渡
辺　

俊
員

〃　

中
山　
　

務

〃　

阿
河　
　

豊

◇
築
港
町

正　

川
﨑　

憲
一

副　

中
筋　
　

亨

◇
海
岸
町

正　

中
西　

守
夫

副　

髙
木　

正
文

〃　

山
下　

速
雄

◇
中
央
町
東

正　

前
田　

裕
美

副　

坂
田　

正
春

◇
中
央
町
北
通
り

正　

伊
藤　

博
紀

副　

関　
　

浩
昌

〃　

井
元　

信
悟

◇
港
町
北

正　

綾　
　
　

宏

副　

須
崎　

典
弘

◇
港
町
南

正　

長
田　

恭
至

副　

薄
井　

正
平

◇
芝
居
町

正　

堺
井　

道
夫

副　

奥
村　

庸
明

〃　

渡
辺　

菊
子

◇
大
黒
町

正　

多
田
羅
正
逸

副　

津
山　

健
二

◇
鉄
砲
町

正　

西
川　

栄
一

副　

橋
崎　

義
夫

〃　

川
西　

賢
作

◇
自
由
町

正　

中
野　

敏
夫

副　

山
本　

紀
七

◇
松
ノ
中

正　

池
田　

睦
雄

副　

広
瀬　
　

喜

〃　

黒
川　

勝　

◇
松
ケ
枝

正　

筒
井　

武
司

副　

脇　
　
　

保

〃　

東
山　

和
代

◇
東
通
町
東

正　

角
本　

伸
夫

副　

矢
野　

正
明

◇
本
通

正　

土
井　

建
児

副　

田
中
久
美
子

〃　

塩
本　

裕
子

◇
田
町

正　

西
谷　

健
二

副　

阿
河　

昭
光

〃　

山
本　

正
雄

〃　

末　
　
　

修

〃　

髙
木　

一
途

◇
駒
止
町

正　

平
尾　

英
雄

副　

猪
熊　
　

巖

〃　

下
川　

一
雄

◇
駒
止
町
二

正　

綾　
　

邦
夫

副　

豊
嶋　

良
清

〃　

三
木　

信
行

◇
西
大
浜
南

正　

松
本　

茂
美

副　

奥
村　

泰
英

〃　

中
村　

耕
司

〃　

北
浜　

秀
和

〃　

橋
本　
　

昇

◇
公
務
員
坂
出
住
宅

正　

大
野　

昭
秀

副　

吉
田　

一
枝

◇
本
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正　

岡
田　
　

穂

副　

馬
場　

清
一

〃　

氏
平
セ
ツ
子

◇
坂
出
第
二
住
宅

正　

北
原　

政
宏

副　

小
松　

誠
二

◇
西
大
浜
南
香
川
タ
ウ
ン

正　

横
山　

浩
幸

副　

木
戸　
　

裕

◇
駅
前

正　

平
田　

勝
巳

副　

宮
武　

孝
一

◇
新
京
町

正　

寺
井　

貞
徳

副　

寺
島　
　

靖

◇
新
町

正　

多
田
羅
良
弘

副　

元
木
喜
千
子

◇
新
開
町

正　

須
崎　

繁
行

副　

荒
木　

良
平

〃　

塩
崎　

幸
三

〃　

多
田
羅
保
男

〃　

塩
崎　
　

宏

◇
天
神
町

正　

大
西　
　

弘

副　

西
山　

善
正

◇
久
米
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正　

高
村　

淑
子

副　

坂
元
美
登
里

◇
久
米
町
西

正　

和
田　

勝
義

副　

高
尾　

義
行

〃　

溝
渕　
　

厚

〃　

佐
藤　
　

徹

◇
久
米
町
北

正　

和
田　

弘
行

副　

樋
口　

正
敏

〃　

亀
山　

定
修

◇
室
町
北

正　

森　
　

真
一

副　

南　
　

博
文

◇
京
町
北

正　

浅
田　

光
男

副　

寒
川　

昭
子

◇
京
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正　

西
山　

真
純

副　

長
岡　

義
彦

〃　

川
植
健
太
郎

◇
久
米
町
第
一

正　

大
西　
　

弘

副　

宮
武　

辰
彦

◇
久
米
町
第
二

正　

山
中　

光
顕

副　

髙
都　

孝
一

〃　

矢
野　
　

博

◇
久
米
町
第
三

正　

竹
田　
　

愈

副　

高
藤　

勝
義

〃　

門　
　
　

修

◇
久
米
町
第
四

正　

嶋
﨑　

陽
夫

副　

髙
都　

和
男

〃　

吉
田　
　

勲

◇
昭
和
団
地

正　

仁
科　

芳
嗣

副　

山
条　

公
寿

〃　

片
山　
　

淳

◇
グ
ラ
ン
ド
ー
ル
昭
和

正　

塩
田　

英
樹

副　

松
岡
真
一
郎

〃　

名
田　

雅
彦

〃　

塩
田　

晴
彦

◇
旭
町
南

正　

小
泉　
　

聰

副　

奈
良　

健
一

〃　

髙
木　

紀
男

〃　

森
安　

啓
治

◇
旭
町
北

正　

山
田　

雪
雄

副　

亀
田　

常
雄

〃　

三
木
富
士
夫

〃　

今
井　

里
美

〃　

福
家　

資
仁

◇
旭
町
東

正　

西
山　

和
孝

副　

山
地　
　

友

◇
横
津
南

正　

石
井
二
三
男

副　

鈴
木　

準
一

〃　

阿
河　

義
仁

〃　

黒
原　

忠
雄

◇
横
津
北

正　

成
行　
　

豊

副　

香
川　

光
男

〃　

瀬
戸　

則
夫

◇
東
新
通
町

正　
　

野　
　

優

副　

大
前　

寛
乗

〃　

金
岡
美
智
子

◇
南
新
通
町

正　

難
波　

寛
之

副　

山
下　

春
隆

〃　

山
下
広
一
郎

◇
北
新
通
町

正　
　

崎　

文
郎

副　

津
川　

正
義

◇
中
新
通
町
東

正　

窪
田　

一
雄

副　

新
川　

義
一

◇
中
新
通
町
中

正　

黒
田　

泰
弘

副　

長
田　

春
雄

〃　

神
成　
　

章

◇
西
新
通
町

正　

岡
崎　

和
信

副　

北
川　
　

洋

〃　

鎌
田　

敏
夫

◇
笠
山
通
り

正　

森
川　

美
樹

副　

岡
内　
　

仁

〃　

田
中　

繁
行

◇
谷
町
南

正　

福
島　

達
郎

◇
谷
町
東

正　

中
河　

哲
郎

副　

山
地
富
士
夫

〃　

山
地　

光
男

〃　

高
木　

正
行

〃　

大
山　

末
典

〃　

多
田
羅　

孝

◇
谷
町
西

正　

高
木　

良
彦

副　

藤
本　

茂
樹

〃　

瀬
川　

秀
治

〃　

吉
田
つ
よ
し

〃　

山
地　

輝
明

◇
谷
町
中
央

正　

戸
川　
　

昭

副　

松
岡　
　

昇

〃　

江
國　

義
男

〃　

宮
崎　

耕
介

〃　

須
崎　

義
則

◇
新
谷
町

正　

別
府　

健
二

副　

浜
田　

浩
二

〃　

芳
野　
　

靖

〃　

多
田
世
紀
江

〃　

濱
田　

克
徳

〃　

小
野　

有
香

◇
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
昭
和
町

正　

簀
戸
富
美
子

副　

江
村　

康
夫

〃　

川
口　

昭
枝

◇
大
池
町

正　

鎌
田　

義
行

副　

松
村　

敏
彦

〃　

宮
崎　

隆
博

◇
大
池
東

正　

田　
　
　

勇

副　

林　
　

宏
行

◇
笠
指

正　

永
田　

政
幸

副　

北　
　

愼
一

〃　

松
本　

忠
義

◇
笠
指
五
区

正　

宮
本
幸
二
呂

副　

浦
田　

琢
三

◇
福
江
一
中
央

正　

則
包　

博
志

副　

大
林　

茂
治

〃　

中
山　
　

卓

◇
福
江
二
北

正　

笠
西　

常
二

副　

小
松　

嘉
弘

◇
福
江
二
西

正　

朝
田　

善
己

副　

増
井
美
津
行

〃　

真
鍋　
　

永

◇
福
江
南

正　

小
谷　

哲
也

副　

堂
下　
　

猛

◇
福
江
東

正　

山
田　

専
一

副　

井
上　

勝
之

〃　

山
下　
　

豊

◇
福
江
中

正　

中
村　
　

毅

副　

山
本　
　

功

〃　

岩
崎　

郁
夫

◇
福
江
西

正　

藤
井　

義
臣

副　

森
口　

元
春

◇
新
開
金
山

正　

若
谷　
　

猛

副　

山
本　
　

正

〃　

中
条　

恭
博

◇
南
條

正　

東
原　

弘
文

副　

三
木　
　

昭

◇
江
尻
西
条

正　

北
山　
　

勲

副　

木
下　

精
士

◇
江
尻
東
条

正　

山
下　

春
男

副　

山
中　

啓
治

◇
江
尻
町
中

正　

山
下　

恭
生

◇
江
尻
新
田

正　

鎌
田　
　

暹

副　

三
木　
　

享

◇
一
文
字

正　

山
下　

麻
次

副　

宇
山　

俊
昭

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

正　

瀬
尾　

康
昭

副　

牧　
　

省
三

◇
金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

正　

田
中　
　

智

副　

小
山　

俊
昭

◇
新
江
尻

正　

村
田　
　

勝

副　

水
沢　

英
二

◇
江
尻
北

正　

大
北　

倍
弘

副　

長
瀬　
　

稔

〃　

村
井　

正
博

〃　

岡
尾　

敏
彦

〃　

塩
崎　

敏
之

〃　

髙
橋　

新
吾

◇
原

正　

中
村　

哲
夫

副　

中
村　

博
三

◇
庄

正　

宮
西　
　

勉

副　

住
田　

正
博

〃　

宮
西　

輝
夫

◇
城
山

正　

丸
井
ミ
ス
ミ

◇
大
町

正　

大
塚　

博
夫

◇
醍
醐
南

正　

末
澤　

住
孝

副　

山
田　

眞
嘉

〃　

山
下　

修
生

◇
醍
醐
北

正　

大
喜
多
勝
江

副　

橋
本　
　

曠

〃　

渡
辺　
　

孝

◇
八
十
場

正　

石
井　

一
成

副　

宮
脇　

信
義

〃　

阪
東　

恭
弘

◇
八
十
場
南

正　

大
西　

守
次

副　

出
口　

昭
平

〃　

平
井　

恒
雄

〃　

矢
野　

富
男

◇
八
十
場
西
団
地

正　

上
村　

安
夫

副　

新
谷　

京
子

◇
八
十
場
中

正　

須
﨑　

新
一

副　

山
下　

良
二

〃　

池
本　
　

勉

◇
八
十
場
東

正　

藤
本　

秋
伸

◇
別
宮

正　

井
上　

孝　

副　

井
本　
　

修

◇
港
一
区

正　

堂
山　

正
信

副　

浜
崎　
　

健

〃　

小
田　

鶴
司

〃　

田
中　

秀
治

◇
港
二
区

正　

小
野　

敏
雄

副　

鳥
井　

一
彦

〃　

富
家　

信
昭

〃　

溝
口　

和
義

〃　

浜
崎　
　

均

◇
港
三
区

正　

野
角　

鎭
雄

副　

住
田　

清
秀

〃　

大
野　

泰
和

〃　

乾　
　

憲
子

〃　

本
郷　

佳
子

〃　

矢
田　

信
義

〃　

宮
崎　

寿
和

◇
港
四
区

正　

多
田
羅
雄
幸

副　

大
野　

忠
由

〃　

松
永　
　

稔

〃　

山
下　

雅
之

◇
上
林
田

正　

塩
入　

健
一

副　

藤
井　
　

弘

〃　

野
田　

邦
郎

◇
新
開

正　

福
江　

輝
夫

副　

猪
熊　

光
博

〃　

富
永　

隆
文

〃　

梶　
　

一
行

◇
須
賀

正　

西
尾　

憲
雄

副　

山
西　

正
嘉

〃　

細
谷　

高
一

◇
西
梶
川
原

正　

高
橋　

義
久

副　

川
井　

敏
彦

◇
西
梶
川
向

正　

小
原　

忠
美

副　

川
井　
　

侃

◇
西
梶
中

正　

大
捕　

文
男

副　

大
捕　

英
徳

西
部

中
央

東
部

金
山

平成19年度 自治会役員一覧

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す

西
庄

林
田
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◇
総
社

正　

玉
井　

静
二

副　

渡
邉　

清
孝

〃　

松
原　

秀
吉

〃　

石
岡　

英
夫

◇
大
洲

正　

松
原　

茂
樹

副　

原　
　

孝
一

〃　

新
居　

康
弘

〃　

高
田　

靖
洋

◇
中
川
原

正　

川
田　

文
敏

副　

山
野　

文
男

◇
東
梶

正　

髙
木　

和
俊

副　

冨
岡　

利
昭

〃　

河
井　

清
堯

〃　

野
角　

明
久

〃　

松
井　

照
勝

◇
浜
西

正　

鳥
井　

勝
彦

副　

古
市　

道　

〃　

猪
熊　

重
敏

◇
浜
中

正　

冨
家　

洋
三

副　

宮
本　

修
一

〃　

波
奈　

嘉
昭

〃　

植
條　

一
夫

◇
片
山

正　

中
井　
　

等

副　

吉
田　

久
義

◇
北
庄
司

正　

山
本　

武
志

副　

武
下　

儀
信

〃　

福
家　

英
雄

◇
北
須
賀

正　

猪
熊　

義
則

副　

猪
熊　

繁
利

◇
立
石

正　

中
川　
　

進

副　

樋
本　
　

代

〃　

松
浦　

秀
紀

〃　

間
嶋　
　

博

◇
林
田
団
地

正　

山
田　

藤
春

◇
仏
願

正　

松
本　

芳
之

副　

山
本　

正
秋

◇
西
杉
尾

正　

大
浦　

孝
司

副　

末
包　

秀
夫

◇
東
杉
尾

正　

末
包　

賀
裕

副　

入
谷　

高
行

◇
山
の
神
上

正　

武
下　
　

博

副　

武
下　
　

洋

◇
山
の
神
下

正　

酒
井　

良
則

副　

酒
井　
　

猛

◇
樋
ノ
本
東

正　

山
下　

茂
樹

◇
樋
ノ
本
西

正　

楠
井　

常
夫

◇
鴨
庄
南

正　

今
井　
　

茂

副　

河
本　

孝
雄

◇
鴨
庄
西

正　

蒲
生　

洋
光

副　

麦
居　

義
彦

◇
鴨
庄
中

正　

塩
崎　

恭
平

副　

安
藤　

光
男

◇
鴨
庄
北

正　

谷
井　

正
広

副　

松
成　

国
広

◇
北
山
南

正　

真
田　

富
雄

副　

田
井　
　

堅

◇
北
山
北

正　

吉
川　

佳
孝

副　

三
谷　

和
弘

◇
下
所
東

正　

浦
田　

栄
治

副　

宮
脇　

利
春

◇
下
所
西

正　

入
宮　
　

勉

副　
　

田　

敏
春

◇
宮
東

正　

杉
﨑　

正
則

副　

本
条　

正
行

◇
宮
西

正　

藤
原　

廸
彦

副　

田
村　

耕
一

◇
安
藤

正　

宮
﨑　

博
文

副　

藤
原　

和
子

◇
安
藤
南

正　

浜
田　

公
明

副　

岡
本　

芳
夫

◇
田
井

正　

河
合　

茂
樹

副　

佃　
　

幸
一

◇
田
井
北

正　

佐
藤　
　

恵

副　

藤
村　

弘
子

◇
田
井
西

正　

高
木　
　

寛

副　

三
木　

克
彦

◇
上
氏
部
東

正　

井
上　

達
雄

副　

竹
内　

博
一

◇
上
氏
部
西

正　

山
内　
　

健

副　

井
上　

直
樹

◇
大
美
場

正　

髙
市　

佳
和

副　

吉
田　

博
見

◇
大
美
場
二
区

正　

松
野　

昌
平

副　

中
野
満
智
子

◇
下
氏
部
東

正　

梶
野
キ
ミ
子

副　

渡
辺　

賢
治

◇
下
氏
部
中

正　

平
井　

正
照

◇
下
氏
部
西

正　

坂
下　

忠
行

副　

八
田　

満
男

◇
松
ノ
縁

正　

松
野　

国　

副　

筒
井　

勝
雄

◇
牛
の
子

正　

久
角　

龍
雄

副　

小
田
原　

勝

◇
鎌
田

正　

持
田　

孝
之

副　

矢
野　

裕
士

◇
浦
城

正　

山
岡　
　

勉

副　

緋
田　
　

稔

〃　

住
谷　

一
弘

◇
塩
浜

正　

小
林　

光
義

副　

永
井　

淳
次

◇
穴
部

正　

鎌
田　
　

学

副　

坂
口　

末
子

◇
小
与
島

正　

平
井　

正
雄

副　

藤
田　

文
昭

◇
岩
黒

正　

中
村
小
次
郎

副　

岩
本　
　

太

◇
櫃
石

正　

池
田　
　

勉

副　

櫃
本　

一
雄

〃　

池
田　

弘
明

◇
西
浦

正　

濱
田　
　

昇

副　

黒
田　

真
一

◇
西
浦
南
一

正　

大
福　

夘
市

副　

東
條　

唯
一

〃　

滝
本　

春
一

◇
西
浦
南
部

正　

島
本　

武
雄

副　

大
福　

道
夫

〃　

千
田　

定
和

◇
竹
浦

正　

大
前　

英
夫

副　

須
鼻　

博
文

〃　

大
森　

岳
司

◇
北
浦

正　

濵
田　

安
雄

副　

中
島　

末
広

〃　

谷
本　

正
孝

◇
本
浦

正　

荻
野　
　

弘

副　

西
本　

滿
利

〃　

浜
田　

幸
男

◇
沙
弥

正　

高
尾　

義
明

副　

山
本
冨
貴
男

〃　

溝
渕　

忠
義

◇
北
前
谷

正　

細
谷　

利
幸

副　

光
実　

新
六

〃　

細
谷
ハ
ル
ミ

◇
南
前
谷

正　

尾
﨑　
　

健

副　

赤
澤　

正
宏

〃　

羽
床　
　

傳

◇
赤
尾

正　

山
本　
　

清

副　

谷
口　
　

猛

◇
さ
つ
き
ケ
丘

正　

佐
藤　

正
春

副　

斉
藤　

志
香

〃　

徳
田
奈
緒
美

◇
新
宮

正　

安
藤　
　

正

副　

山
崎　

賢
二

〃　

大
野　
　

勝

◇
綾
坂
上

正　

大
野　

忠
德

副　

鷹
尾　

一
市

◇
綾
坂
下

正　

大
谷　

佳
弘

副　

原
田　

光
義

◇
濃
峰

正　

松
本　
　

桂

副　

原
内　

正
憲

◇
石
井

正　

山
中　
　

栄

副　

村
尾　

隆
司

◇
小
原

正　

山
本　

定
富

副　

藤
本　
　

功

◇
榿

正　

松
本　

進
一

副　

松
本　

康
生

◇
横
山

正　

脇
谷　
　

猛

副　

新
池
谷　

栄

◇
額

正　

山
崎　

秀
雄

副　

高
崎　

忠
美

〃　

出
下　

仁
彦

〃　

奥
野　

繁
好

◇
本
坊

正　

植
松　

祥
弘

副　

谷
本　

嘉
幸

◇
迯
田

正　

宮
﨑　

博
文

副　

大
久
保
光
治

◇
城
山

正　

山
下　

陽
一

副　

吉
川　

隆
弘

◇
本
村

正　

岡
野　

謙
吾

副　

岡
野　
　

薫

◇
本
村
宿
舎

正　

鈴
木　

孝
男

副　

谷
澤　

和
宏

◇
本
村
北
谷

正　

山
下　

正
市

副　

岡
野　

保
弘

◇
南
谷

正　

石
川　

一
郎

副　

松
本　

正
一

◇
弘
法
寺
南

正　

中
川　

勝
三

副　

荒
井　

亭
幸

◇
弘
法
寺
北

正　

後
藤　

富
雄

副　

山
口　

秀
夫

◇
弘
法
寺
中

正　

水
本　
　

勝

副　

中
川　

敬
一

◇
弘
法
寺
西

正　

福
井　

靖
彦

副　

井
上　

一
美

◇
城
山
団
地

正　

川
上　

昌
三

副　

辻
本　

尚
志

〃　

秋
山　

敬
和

◇
府
中
団
地

正　

三
谷　

雄
二

副　

小
山　

礼
治

◇
西
福
寺
東

正　

谷
本　

秀
一

副　

大
北　

恒
夫

〃　

井
上　

隆
枝

◇
西
福
寺
西

正　

西
山　

典
良

副　

北
村　

寛
治

〃　

浅
井　

信
賀

〃　

原　
　

省
三

◇
県
営
坂
出
府
中
団
地

正　

倉
掛　

洋
一

副　

筒
井　
　

隆

◇
桜
ケ
丘

正　

尾
﨑　

正
明

副　

真
室　

実
生

◇
青
山
台
団
地

正　

管　
　

信
之

副　

森
川　
　

悟

◇
井
手
ノ
上
西
一

正　

河
津　
　

學

副　

寺
井　

安
男

◇
井
手
ノ
上
西
二

正　

福
家　

雅
道

副　

角
本
絃
二
郎

◇
井
手
ノ
上
中

正　

澤
井　

康
徳

副　

有
田
富
美
夫

◇
井
手
ノ
上
東

正　

吉
井　

泰
雄

副　

大
野　

房
代

◇
鋳
物
師
屋

正　

内
海　

重
行

◇
折
居
一

正　

川
北　

正
彦

副　

川
北　

重
行

◇
折
居
二

正　

植
田　
　

満

副　

白
川　

宏
行

◇
折
居
三

正　

林　
　

弘
招

◇
峠

正　

山
下　

末
行

副　

山
本　

正
義

◇
北
峰

正　

澤
井　
　

正

副　

澤
井　
　

稔

◇
乗
越

正　

秋
山　

俊
夫

◇
東
山
西

正　

田
淵　

康
之

◇
東
山
東

正　

山
下　
　

守

◇
東
春
日

正　

三
木　
　

勝

副　

川
口　

恵
一

◇
円
造
寺

正　

林　
　

利
幸

副　

永
井　

宏
一

◇
山
田
一

正　

三
島　

和
敏

◇
山
田
二

正　

佐
柄　

俊
伸

◇
春
日

正　

好
井　

邦
雄

副　

国
重　

正
純

◇
春
日
市
営

正　

出
田　

泰
三

◇
六
反
地
一

正　

野
方　

洋
順

副　

樋
本　

文
枝

◇
六
反
地
二

正　

谷
本　

和
孝

副　

佐
藤
幸
次
郎

◇
六
反
地
三

正　

多
田
羅
虎
男

副　

片
岡　

安
夫

◇
昭
和
通
り

正　

横
井　

清
二

副　

小
林　
　

実

◇
中
原
西

正　

山
地　
　

孝

◇
中
原
東

正　

田
中　

泰
光

◇
蓮
尺
中

正　

多
田　

正
弘

副　

浦
田　

英
二

◇
蓮
尺
南

正　

田
所　
　

卓

副　

坂
本　

茂
樹

◇
蓮
尺
北

正　

川
又　

靖
男

副　

磯
邉
日
出
夫

◇
下
川
津
山
田

正　

土
井　

忠
義

副　

山
地　

雄
司

◇
下
川
津
本
村

正　

西
川　

義
照

副　

佐
古　

一
博

◇
中
塚

正　

鎌
田　

岩
夫

副　

川
﨑　

義
彦

◇
中
塚
第
二

正　

近
藤　

秀
行

副　

米
原　

章
一

◇
弘
光
一

正　

大
東　

昭
彦

◇
弘
光
二

正　

川
田　

義
光

◇
元
結
木

正　

蔵
本
ミ
サ
ヲ

副　

河
﨑　

文
明

◇
西
原

正　

三
木　

滋
子

副　

山
田　

冨
生

◇
上
西
原

正　

森　
　
　

栄

副　

小
川　

瑞
穂

◇
西
又
一

正　

松
本　
　

孝

副　

安
藤　
　

豊

◇
西
又
二

正　

矢
野　

武
子

◇
西
又
三

正　

藤
本　

友
義

◇
西
又
四

正　

藤
本　

高
文

◇
小
山
団
地

正　

二
場　

晃
一

副　

樽
井　
　

博

〃　

井
上　

真
人

◇
下
樋

正　

土
屋　

和
男

副　

品
治　

寿
夫

◇
あ
け
ぼ
の

正　

松
本
千
恵
子

副　

尾
田　

和
利

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
川
津

正　

橋
本　

典
弘

副　

佐
藤　

陽
次

◇
高
屋
町
塩
口

正　

西
川　

末
伸

副　

東
條　

忠
男

◇
〃
沖

正　

増
田　
　

弘

副　

多
田
羅
文
義

◇
〃
下
所

正　

藤
原　

忠
道

副　

中
井　

良
秋

◇
〃
蚊
渕

正　

三
野　
　

剛

副　

三
野　

久
夫

◇
〃
原

正　

小
川　

康
輔

副　

黒
坂
ミ
サ
オ

◇
〃
松
井
南

正　

川
田　

勝
正

副　

田
中　

久
勝

◇
〃
松
井
北

正　

中
井　

慶
典

副　

川
井　

敏
弘

◇
〃
上
屋
敷
西

正　

松
浦　

宣
章

副　

三
野　

和
男

◇
〃
上
屋
敷
東

正　

松
川　
　

正

副　

橋
崎　
　

弘

◇
〃
川
原

正　

岩
崎　

啓
一

副　

田
山
サ
ダ
子

◇
〃
中
屋
敷

正　

辻　
　

正
美

副　

東
山
日
出
夫

◇
〃
仲
畔

正　

川
田　
　

弘

◇
〃
東
條

正　

東
山　

幸
司

副　

合
田　

和
成

◇
〃
揚
北

正　
　

岡　
　

浩

◇
神
谷
町
奥

正　

宮
脇　

政
人

副　

宮
脇　

正
照

◇
〃
第
一

正　

猪
熊　

孝
雄

副　

工
代　

和
清

◇
〃
第
二

正　

池
田　
　

幸

副　

中
数
賀
義
文

◇
〃
第
三

正　
　

岡　

本
市

副　

多
田　

政
子

◇
〃
第
四

正　

井
上　

幸
夫

副　

三
好　

武
志

〃　

野
口　

俊
朗

◇
〃
中
所

正　

中
井　

富
雄

副　

中
井　

龍
蔵

◇
〃
南

正　

池
田　

弘
一

副　

小
川　

廉
雄

◇
青
海
町
向

正　

綾
野　

英
晴

副　

綾
野　

清
水

◇
〃
上

正　

柏
井　

文
夫

副　

辻　
　
　

甫

◇
〃
中
村

正　

中
村　

義
主

副　

田
中　

博
史

◇
〃
北
山

正　

冨
木
田　

慧

副　

冨
木
田
茂
美

◇
〃
鎹

正　

要　
　

昭
夫

副　

谷
本　

嘉
章

◇
大
屋
冨
町
新
川
南

正　

松
浦　

貞
夫

副　

三
野　

勝
也

◇
〃
新
地

正　

高
橋　

良
典

◇
〃
須
加

正　

香
川　
　

信

◇
〃
須
加
中
央

正　

三
野　
　

香

副　

渡
辺　
　

操

◇
〃
須
加
南

正　

松
川　

良
造

副　

中
井　
　

等

◇
〃
須
加
北

正　

藤
原　
　

要

副　

山
田　

高
義

◇
〃
川
端

正　

川
田　
　

稔

副　

髙
橋　

正
敏

◇
〃
川
南

正　

髙
橋　

壮
明

◇
〃
川
北

正　

角
野　

正
明

副　

髙
橋　

正
芳

◇
〃
谷
西

正　

髙
橋　

昭
八

副　

三
野　
　

正

◇
〃
谷
東

正　

山
下　

幸
良

副　

松
浦　

文
博

◇
〃
中
南

正　

阿
河　

照
明

副　

藤
井　

康
雄

◇
〃
中
北

正　

高
橋　

康
夫

副　

高
橋　

隆
利

◇
東
分
第
一

正　

佐
竹　

善
照

副　

福
家　

住
友

◇
東
分
第
二

正　

新
谷　

豊
敏

副　

大
西　

慶
弘

◇
南
条

正　

池
内　

幹
夫

副　

濵
﨑　
　

則

◇
西
分
第
一

正　

森
田　
　
　

副　

木
渡
路　

弘

◇
西
分
第
二

正　

西
村　

文
夫

副　

向
畑　

照
男

◇
西
脇

正　

政
本　

正
一

副　

乃
村　

政
雄

◇
浜
分
第
一

正　

乃
村　
　

渉

副　

東
原　

清
勝

◇
浜
分
第
二

正　

堤　
　
　

巖

副　

向
畑　

信
市

◇
木
沢
一
区
西

正　

中
条　

一
郎

◇
木
沢
一
区
東

正　

青
木　

嘉
人

副　

中
条　
　

哲

◇
木
沢
二
区
南

正　

南
木　

敏
彦

副　

谷
本　

和
一

◇
木
沢
二
区
北

正　

奥
條　

通
俊

副　

北
山　

文
夫

◇
木
沢
三
区
西

正　

田
中　

員
弘

副　

金
生　

雅
愛

◇
木
沢
三
区
東

正　

金
生　

元
市

副　

豊
田　

和
生

◇
木
沢
四
区
東

正　

北
山　

定
男

副　

金
生　

孫
市

◇
木
沢
四
区
西

正　

北
山　

幸
雄

副　

乃
田　
　

勝

　

（
敬
称
略
）

加
茂

与
島

府
中

川
津

松
山

平成19年度 自治会役員一覧

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す

王
越
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アートすずの会 林田野球スポーツ少年団

東部中学校男子バスケットボール部
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人　権

だ  よ  り

　美しい色とりどりの花、心が癒されます。私たちは、
さまざまな布を使って美しい花を創作しています。白い
布が染められて花びらになり、葉になり、形づくられて
いきいきとした表情を持った花になります。自然で、よ
り本物らしい色彩と繊細な形はまさにアート、そのまま
庭や野に置いても見間違えるほどです。会ができて5年
目、作品もたくさんでき、部屋中花でいっぱいです。
　第1・3月曜日に南部公民館で中本すず子先生のご指導
により創作しています。先生がやさしく丁寧に教えてく
ださるので、会員も技術習得に熱が入り、時間があっと
いう間に過ぎていきます。作る楽しさと作品完成の歓び
を味わいながら学んでいます。

　　中  2年
　　　圭佑さん

2
年　
　
　
　

弘
幹

婚暦50年以上の元気なご夫婦（どちらかお一人が80歳以上）を募集します。ぜひ、ご連絡ください。市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ募集

　

人
権
と
は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
は
だ
れ
で
も
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
今
の
世
の
中
は
、
そ
れ
が
し
っ
か

り
と
守
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
い
じ
め

や
差
別
が
な
か
な
か
無
く
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
低
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
悪
い
人
が
い
く
ら
い
た
っ
て
、
ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
、
み
ん
な
が

意
識
し
な
く
た
っ
て
差
別
や
い
じ
め
が
無
く
な
る

で
し
ょ
う
が
、
実
際
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
は
い
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
自
分
た
ち
で
い
じ
め
や
差
別
を
無

く
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
い
じ
め
」
と
い
う
問
題
は
、
他
人
の
助
け
も

必
要
と
す
る
と
き
が
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、
自
分
の

気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
一
番
大
事

で
す
。
い
じ
め
て
い
る
側
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

側
、
い
じ
め
を
見
て
い
る
側
、
ど
の
立
場
で
も
、

変
な
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
、
心
を
伝
え
合
う
こ
と

が
一
番
な
の
で
す
。

　

い
じ
め
や
差
別
が
な
く
な
れ
ば
、
何
も
恐
れ
ず

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
例
え

ば
学
校
。
授
業
で
発
表
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
れ

ば
、
気
軽
に
発
表
で
き
る
。
授
業
に
集
中
で
き

る
。
部
活
に
お
い
て
も
、
協
力
し
て
い
い
練
習
が

で
き
れ
ば
、
チ
ー
ム
の
力
が
ア
ッ
プ
し
て
大
会
で

い
い
成
績
が
残
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
簡
単
に
は
事

は
運
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
だ
れ
に
と

っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
い
ま

す
。
『
心
が
変
わ
れ
ば
態
度
が
変
わ
る
。
態
度
が

変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。
行
動
が
変
わ
れ
ば
習

慣
が
変
わ
る
。
習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ

る
。
人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
。
運
命
が

変
わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る
。
』

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
自
分
は
い
つ
も
求
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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タ
バ
コ
は
や
め
よ
う

心
が
変
わ
れ
ば

　

私
の
家
で
は
、
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
「
そ
ろ
そ
ろ
、
タ
バ
コ
や
め
た
ら
ど
う

な
ん
？
」
と
、
お
父
さ
ん
に
言
う
の
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
タ
バ
コ
が
体
に
よ
く

な
い
の
は
、
何
と
な
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
学
校
で
、
タ
バ
コ
の
害
に
つ
い
て

勉
強
し
、
な
ぜ
体
に
悪
い
の
か
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
１
番
に
肺
ガ
ン
な
ど
の
病
気
に
な

る
か
く
り
つ
が
高
く
な
る
、
２
番
に
、
タ
バ

コ
を
す
う
と
体
の
中
の
ビ
タ
ミ
ン
を
こ
わ
し

て
し
ま
う
、
３
番
に
、
寿
命
が
ど
ん
ど
ん
ち

ぢ
ま
っ
て
し
ま
う
。
お
ま
け
に
、
直
接
す
っ

て
い
な
い
周
り
の
人
に
も
、
悪
い
え
い
き
ょ

う
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
タ
バ
コ
を
す
う
お
父
さ
ん
の
横
に

い
る
私
に
も
、
悪
え
い
き
ょ
う
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
な
の
に
、
な
ぜ
タ
バ
コ
を
や

め
ら
れ
な
い
の
か
と
い
う
と
、
タ
バ
コ
の
中

に
あ
る
ニ
コ
チ
ン
と
い
う
成
分
に
だ
ま
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
い
ざ
や
め
よ
う
と
す
る
と
、
頭
が
イ
ラ

イ
ラ
す
る
の
で
、
や
め
ら
れ
な
い
そ
う
で

す
。

　

私
は
、
こ
の
勉
強
を
し
て
、
お
父
さ
ん
や

タ
バ
コ
を
や
め
ら
れ
な
い
人
に
、
心
か
ら
言

い
ま
す
。
「
タ
バ
コ
は
、
あ
な
た
の
体
を
ど

ん
ど
ん
悪
く
し
て
い
ま
す
よ
。
ガ
ン
に
な
り

ま
す
よ
。
そ
れ
で
い
い
の
で
す
か
。
し
か

も
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
大
切
な
家
族
の

体
に
も
悪
い
で
す
よ
。
タ
バ
コ
を
や
め
て
、

み
ん
な
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
」

　

今
は
、
タ
バ
コ
を
や
め
る
た
め
の
お
薬
も

あ
る
そ
う
で
す
。
タ
バ
コ
は
や
め
よ
う
邇
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治
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木
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友
子

末
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芳
美

大
竹
い
そ
み

前
田
千
鶴
子

声
か
け
る
だ
け
の
見
舞
や
柿
若
葉

薫
風
や
使
は
ぬ
部
屋
の
畳
拭
く

歩
を
合
は
す
見
送
り
の
杖
夏
木
立

老
鶯
や
半
分
減
り
し
池
の
水

は
り
え
ん
じ
ゅ
風
に
泡
立
つ
峠
か
な

濃
淡
の
山
の
緑
や
あ
き
も
せ
ず

青
嵐
片
寄
せ
ら
れ
し
池
の
波

菜
種
干
す
日
差
し
を
拡
ぐ
藁
屋
か
な

柏
餅
父
母
の
写
真
の
笑
ひ
出
す

孫
の
手
の
壁
に
吊
ら
る
る
麦
の
秋

　

僕
た
ち
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、

部
員
13
人
と
少
人
数
で
す
が
、
顧
問
の
池
下

先
生
の
ご
指
導
の
下
、
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
僕
た
ち
の
今
年
の
目
標
は
市
大
会

優
勝
、
県
大
会
ベ
ス
ト
８
入
り
を
す
る
こ
と

で
す
。
７
月
に
市
総
体
が
あ
り
ま
す
が
、
目

標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
練
習
は
約
２
時
間
半
、
体
育
館
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
練
習
が
交
互
で
す
が
、
基
礎
基
本

的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
徹
底
を
始
め
と
し
て
、
ゲ

ー
ム
ラ
イ
ク
か
つ
全
力
で
練
習
に
取
り
組
む

よ
う
に
厳
し
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
心
を
鍛
え
る
」
こ
と
は
特
に
重
視
し
て
お

り
、
コ
ー
ト
の
ゴ
ミ
拾
い
、
ト
イ
レ
・
玄
関

掃
除
、
家
庭
で
の
手
伝
い
な
ど
、
陰
日
向
な

い
態
度
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

結婚後の50年間を振り返り

健康の秘訣は

今の楽しみは

57

加
茂
町
に
お
住
ま
い
の

来
田　
　

茂
さ
ん
（
82
歳
）

　
　
　

利
子
さ
ん
（
77
歳
）

　75歳のときに盲腸の手術で1ヵ月ほど入院しまし
たが、今は健康です。夕方にはウォーキングをし
て、お酒は控えめにしています。
　　長男夫婦と同居していて、食事は嫁が菜食を
心がけて作ってくれています。

茂

利子

　　週1回は近場の温泉に2人で行っています。
　最近はお寺の勉強会にも月1回参加しています。
東本願寺への奉仕旅行にも行ってきました。あと
は、地元の人と同好会も作っているカラオケ。妻
と共通の趣味なんです。
　　私はのどを痛めていて半年ほど歌っていませ
んが、人の歌を聴くのも好きなので、いつも一緒
に行っています。
　北島三郎さんのファンで、今度45周年コンサー
トに行くのが楽しみです。田んぼに趣味に忙し
く、充実した毎日です。

利子
茂

利子

茂

茂

利子

茂

利子

　3人兄弟の長男として生まれ、18歳のときに予科
練に志願しました。終戦は北海道美幌で迎え、坂
出に戻ってからは家業の農業を継ぐ一方、農林省
の農業試験場で勤めました。当時は畜力から動力
への発展過程で、私は農業の機械化の仕事に携わ
りました。軍隊時代の教訓が私の人生の基本であ
り、やりだすと何でもとことんやってしまう。自
分も農家なのでやりがいがありました。退職前の
18年間は徳島へ単身赴任。坂出には週末だけ戻る
生活で、妻には苦労をかけました。
　　18歳のとき結婚し、三豊から坂出へ。夫とは
いとこ同士で、小さいころから母の郷里で会って
いたので、よく知っていました。結婚後は2男に恵

まれ、専業主婦の傍ら農業を手伝いました。いろ
んなことがありましたが、自宅で最後まで義母の
お世話をできたことがよかった。
　30代のころに戦時中に途絶えていた地元の獅子
を地域の年寄りに相談しながら復活させ、それが
今も続いているのはうれしいですね。退職後は農
業をしながら、自治会長、松尾神社の宮総代、老
人クラブの会長など地域のお世話を…。自然と妻
と一緒に過ごす時間が長くなりました。
　　60年近くも一緒にいると、良いところも悪い
ところもお互いによくわかっていますから。

　林田野球スポーツ少年団は、野球を通して子どもたち
の心と体を鍛え、たくましい、心豊かな人間の育成を目
指しています。今年結成31年を迎え、現在団員は女子1
人を含め、3年生から6年生まで総勢34人で頑張っていま
す。毎週木・土・日曜日に基本的なキャッチボールなど
を中心とした練習をしています。技術と経験はまだまだ
のチームですが、「うまくなりたい」気持ちを大切に、
一生懸命頭と体で学んでいます。
　野球を通じて友情・協調性・礼儀・忍耐を自然と学習
し、何でもできる子どもに育つよう指導していきたいと
思います。
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人　権

だ  よ  り

　美しい色とりどりの花、心が癒されます。私たちは、
さまざまな布を使って美しい花を創作しています。白い
布が染められて花びらになり、葉になり、形づくられて
いきいきとした表情を持った花になります。自然で、よ
り本物らしい色彩と繊細な形はまさにアート、そのまま
庭や野に置いても見間違えるほどです。会ができて5年
目、作品もたくさんでき、部屋中花でいっぱいです。
　第1・3月曜日に南部公民館で中本すず子先生のご指導
により創作しています。先生がやさしく丁寧に教えてく
ださるので、会員も技術習得に熱が入り、時間があっと
いう間に過ぎていきます。作る楽しさと作品完成の歓び
を味わいながら学んでいます。

　　中  2年
　　　圭佑さん

2
年　
　
　
　

弘
幹

婚暦50年以上の元気なご夫婦（どちらかお一人が80歳以上）を募集します。ぜひ、ご連絡ください。市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ募集

　

人
権
と
は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
は
だ
れ
で
も
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
今
の
世
の
中
は
、
そ
れ
が
し
っ
か

り
と
守
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
い
じ
め

や
差
別
が
な
か
な
か
無
く
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
低
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
悪
い
人
が
い
く
ら
い
た
っ
て
、
ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
、
み
ん
な
が

意
識
し
な
く
た
っ
て
差
別
や
い
じ
め
が
無
く
な
る

で
し
ょ
う
が
、
実
際
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
は
い
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
自
分
た
ち
で
い
じ
め
や
差
別
を
無

く
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
い
じ
め
」
と
い
う
問
題
は
、
他
人
の
助
け
も

必
要
と
す
る
と
き
が
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、
自
分
の

気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
一
番
大
事

で
す
。
い
じ
め
て
い
る
側
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

側
、
い
じ
め
を
見
て
い
る
側
、
ど
の
立
場
で
も
、

変
な
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
、
心
を
伝
え
合
う
こ
と

が
一
番
な
の
で
す
。

　

い
じ
め
や
差
別
が
な
く
な
れ
ば
、
何
も
恐
れ
ず

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
例
え

ば
学
校
。
授
業
で
発
表
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
れ

ば
、
気
軽
に
発
表
で
き
る
。
授
業
に
集
中
で
き

る
。
部
活
に
お
い
て
も
、
協
力
し
て
い
い
練
習
が

で
き
れ
ば
、
チ
ー
ム
の
力
が
ア
ッ
プ
し
て
大
会
で

い
い
成
績
が
残
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
簡
単
に
は
事

は
運
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
だ
れ
に
と

っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
い
ま

す
。
『
心
が
変
わ
れ
ば
態
度
が
変
わ
る
。
態
度
が

変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。
行
動
が
変
わ
れ
ば
習

慣
が
変
わ
る
。
習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ

る
。
人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
。
運
命
が

変
わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る
。
』

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
自
分
は
い
つ
も
求
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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タ
バ
コ
は
や
め
よ
う

心
が
変
わ
れ
ば

　

私
の
家
で
は
、
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
「
そ
ろ
そ
ろ
、
タ
バ
コ
や
め
た
ら
ど
う

な
ん
？
」
と
、
お
父
さ
ん
に
言
う
の
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
タ
バ
コ
が
体
に
よ
く

な
い
の
は
、
何
と
な
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
学
校
で
、
タ
バ
コ
の
害
に
つ
い
て

勉
強
し
、
な
ぜ
体
に
悪
い
の
か
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
１
番
に
肺
ガ
ン
な
ど
の
病
気
に
な

る
か
く
り
つ
が
高
く
な
る
、
２
番
に
、
タ
バ

コ
を
す
う
と
体
の
中
の
ビ
タ
ミ
ン
を
こ
わ
し

て
し
ま
う
、
３
番
に
、
寿
命
が
ど
ん
ど
ん
ち

ぢ
ま
っ
て
し
ま
う
。
お
ま
け
に
、
直
接
す
っ

て
い
な
い
周
り
の
人
に
も
、
悪
い
え
い
き
ょ

う
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
タ
バ
コ
を
す
う
お
父
さ
ん
の
横
に

い
る
私
に
も
、
悪
え
い
き
ょ
う
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
な
の
に
、
な
ぜ
タ
バ
コ
を
や

め
ら
れ
な
い
の
か
と
い
う
と
、
タ
バ
コ
の
中

に
あ
る
ニ
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チ
ン
と
い
う
成
分
に
だ
ま
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て
し
ま
う
こ
と
も
分
か
り
ま
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た
。
だ
か

ら
、
い
ざ
や
め
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と
す
る
と
、
頭
が
イ
ラ

イ
ラ
す
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の
で
、
や
め
ら
れ
な
い
そ
う
で

す
。

　

私
は
、
こ
の
勉
強
を
し
て
、
お
父
さ
ん
や

タ
バ
コ
を
や
め
ら
れ
な
い
人
に
、
心
か
ら
言

い
ま
す
。
「
タ
バ
コ
は
、
あ
な
た
の
体
を
ど

ん
ど
ん
悪
く
し
て
い
ま
す
よ
。
ガ
ン
に
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り

ま
す
よ
。
そ
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で
い
い
の
で
す
か
。
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か

も
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あ
な
た
の
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に
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る
大
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家
族
の

体
に
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い
で
す
よ
。
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を
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、
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を
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ま
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！
」
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文
京
町

元
町

西
岡　
　

勝

中
島
あ
ぐ
り

伊
勢
野
登
代
子

笠
井
葉
治
女

真
鍋　

弘
子

和
木
す
づ
子

濱
田　

友
子

末
吉　

芳
美

大
竹
い
そ
み

前
田
千
鶴
子

声
か
け
る
だ
け
の
見
舞
や
柿
若
葉

薫
風
や
使
は
ぬ
部
屋
の
畳
拭
く

歩
を
合
は
す
見
送
り
の
杖
夏
木
立

老
鶯
や
半
分
減
り
し
池
の
水

は
り
え
ん
じ
ゅ
風
に
泡
立
つ
峠
か
な

濃
淡
の
山
の
緑
や
あ
き
も
せ
ず

青
嵐
片
寄
せ
ら
れ
し
池
の
波

菜
種
干
す
日
差
し
を
拡
ぐ
藁
屋
か
な

柏
餅
父
母
の
写
真
の
笑
ひ
出
す

孫
の
手
の
壁
に
吊
ら
る
る
麦
の
秋

　

僕
た
ち
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、

部
員
13
人
と
少
人
数
で
す
が
、
顧
問
の
池
下

先
生
の
ご
指
導
の
下
、
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
僕
た
ち
の
今
年
の
目
標
は
市
大
会

優
勝
、
県
大
会
ベ
ス
ト
８
入
り
を
す
る
こ
と

で
す
。
７
月
に
市
総
体
が
あ
り
ま
す
が
、
目

標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
練
習
は
約
２
時
間
半
、
体
育
館
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
練
習
が
交
互
で
す
が
、
基
礎
基
本

的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
徹
底
を
始
め
と
し
て
、
ゲ

ー
ム
ラ
イ
ク
か
つ
全
力
で
練
習
に
取
り
組
む

よ
う
に
厳
し
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
心
を
鍛
え
る
」
こ
と
は
特
に
重
視
し
て
お

り
、
コ
ー
ト
の
ゴ
ミ
拾
い
、
ト
イ
レ
・
玄
関

掃
除
、
家
庭
で
の
手
伝
い
な
ど
、
陰
日
向
な

い
態
度
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

結婚後の50年間を振り返り

健康の秘訣は

今の楽しみは

57

加
茂
町
に
お
住
ま
い
の

来
田　
　

茂
さ
ん
（
82
歳
）

　
　
　

利
子
さ
ん
（
77
歳
）

　75歳のときに盲腸の手術で1ヵ月ほど入院しまし
たが、今は健康です。夕方にはウォーキングをし
て、お酒は控えめにしています。
　　長男夫婦と同居していて、食事は嫁が菜食を
心がけて作ってくれています。

茂

利子

　　週1回は近場の温泉に2人で行っています。
　最近はお寺の勉強会にも月1回参加しています。
東本願寺への奉仕旅行にも行ってきました。あと
は、地元の人と同好会も作っているカラオケ。妻
と共通の趣味なんです。
　　私はのどを痛めていて半年ほど歌っていませ
んが、人の歌を聴くのも好きなので、いつも一緒
に行っています。
　北島三郎さんのファンで、今度45周年コンサー
トに行くのが楽しみです。田んぼに趣味に忙し
く、充実した毎日です。

利子
茂

利子

茂

茂

利子

茂

利子

　3人兄弟の長男として生まれ、18歳のときに予科
練に志願しました。終戦は北海道美幌で迎え、坂
出に戻ってからは家業の農業を継ぐ一方、農林省
の農業試験場で勤めました。当時は畜力から動力
への発展過程で、私は農業の機械化の仕事に携わ
りました。軍隊時代の教訓が私の人生の基本であ
り、やりだすと何でもとことんやってしまう。自
分も農家なのでやりがいがありました。退職前の
18年間は徳島へ単身赴任。坂出には週末だけ戻る
生活で、妻には苦労をかけました。
　　18歳のとき結婚し、三豊から坂出へ。夫とは
いとこ同士で、小さいころから母の郷里で会って
いたので、よく知っていました。結婚後は2男に恵

まれ、専業主婦の傍ら農業を手伝いました。いろ
んなことがありましたが、自宅で最後まで義母の
お世話をできたことがよかった。
　30代のころに戦時中に途絶えていた地元の獅子
を地域の年寄りに相談しながら復活させ、それが
今も続いているのはうれしいですね。退職後は農
業をしながら、自治会長、松尾神社の宮総代、老
人クラブの会長など地域のお世話を…。自然と妻
と一緒に過ごす時間が長くなりました。
　　60年近くも一緒にいると、良いところも悪い
ところもお互いによくわかっていますから。

　林田野球スポーツ少年団は、野球を通して子どもたち
の心と体を鍛え、たくましい、心豊かな人間の育成を目
指しています。今年結成31年を迎え、現在団員は女子1
人を含め、3年生から6年生まで総勢34人で頑張っていま
す。毎週木・土・日曜日に基本的なキャッチボールなど
を中心とした練習をしています。技術と経験はまだまだ
のチームですが、「うまくなりたい」気持ちを大切に、
一生懸命頭と体で学んでいます。
　野球を通じて友情・協調性・礼儀・忍耐を自然と学習
し、何でもできる子どもに育つよう指導していきたいと
思います。



　。我　是　山田,　从　日本　打来　的。
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　このコーナーでは、昔の市内の写真を募集
します。懐かしい貴重な写真をお持ちのか
た、ぜひご連絡ください。
　市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ

（現　在） 

坂出の地名　その18
市内の町名を表現します。

（昭和48年）  高木  文雄さん（福江町一）より

笠山より飯野山を望む

我也参加！我也参加！

No.4　台風って?

＜京＞両手の親指と人差し指を立て、
人差し指を下に向けて（これで西を表
す）1回下げることで表現
※東京に対して、京都は西の都という意味から

＜町＞両手で屋根の形を作り、
左から右へ移動させることで、
家が密集した町を表現。

＋京 町

英 語 で は Hello. This  is  Yamada  speaking  from  Japan.
ハロウ ディス イズ ヤマダ スピーキング フロム ジャパン

「もしもし。こちらは日本の山田といいます。」
（電話をかける場合）

中国語では
ウェイ ウォー シーシャンティエンツォン リーベン ダーライ ダ

英 語 で は May  I  speak  to  Mr.  Sato?
メイ アイスピーク トゥ ミスタ サトウ

「佐藤さんとお話したいのですが。」

中国語では 我　找　 佐藤　先生。
ウォージィアオ ズォタン シェンション

英 語 で は Hold  on,  please.
ホールド オン プリーズ

（相手）「そのままお待ちください。」

中国語では 　　稍　等　一下。
チン シャオ ダン イーシィア

　北太平洋で発達した熱帯低気圧で、中心最大風速が17m/
秒以上となったものが「台風」です。台風の大きさは風速
15m/秒の風が吹く強風域の半径で表され、500km以上
800km未満を「大型」、800km以上を「超大型」と呼びま
す。また、その強さは、最大風速33m/秒以上44m/秒未満を
「強い」、44m/秒以上54m/秒未満を「非常に強い」、54m/
秒以上を「猛烈な」と表現します。
　台風は、夏から秋にかけて最も発生数が増え、日本に向
かって北上することが多くなります。一般的に、台風進行
方向右側の風雨が強いとされ、台風が通り過ぎた後も吹き
返しの強い風に見舞われることがあり、発令されている警
報など気象情報には十分な注意が必要です。

種　別

暴風警報

発　令　基　準

平均風速が陸上で20m/秒以上、海上で25m/秒以
上と予想される場合

高潮警報
（香川県の場合）

台風等による海面の異常上昇が予想され、次の
いずれかに該当
漓高松港または三本松港の潮位1.8m以上（TP上）
　と予想される場合
滷観音寺港の潮位2.5m以上（TP上）と予想される場合

波浪警報 波高が2.5m以上と予想される場合

大雨洪水
警　　報

大雨・洪水被害が予想され、次のいずれかに該当
漓1時間雨量が50mm以上で、総雨量が100mm以
　上と予想される場合
滷3時間雨量が80mm以上と予想される場合
澆24時間雨量が160mm以上と予想される場合

●国民年金記録手書き台帳の写しの
　　　　　　　　　　　　　　交付について

　坂出市で現在保管している国民年金記録手書き
台帳の写しを希望者に交付しています。

【持参するもの】
　本人確認できる書類
　・年金手帳、運転免許証、旅券、健康保険者証等
　・代理人の場合は委任状と代理人の本人確認で
　　きる書類
■詳しくは、市市民課年金係（蕁44・5005）へ

●社会保険庁よりお知らせ
　～被保険者・年金受給者のみなさまへ～

　あなたの年金記録をもう一度チェックさせてく
ださい。
　基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録
も、大切に保管しています。気になるかた、心当
たりのあるかたは、お問い合わせください。
・ねんきんダイヤル　（蕁0570・051・165）
・ねんきんあんしんダイヤル
　　（薔0120・657・830）24時間、土・日も対応
・インターネットのＩＤ・パスワード方式による
　年金加入履歴の取得
　http://www.sia.go.jp

TP：東京湾平均海面
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お花をありがとう
　6月11日、坂出育愛館とみどり保育園の園児43人が市役
所を訪問。「花の日」にちなんだ、日ごろお世話になっ
ている人たちへの感謝の気持ちを込めた花束と歌のプレ
ゼントがありました。かわいい贈り物、ありがとう邇

2007さかいで塩まつり
　5月26日、2007さかいで塩
まつりが坂出駅周辺を会場
として開催されました。塩
づくりとともに発展してき
た坂出市の歴史を後世に伝
えようと毎年、坂出青年会

議所主催で開催されているもので、今年で16回目。子ど
もたちに大人気の塩の滑り台、久米流鉄砲隊の実演、相
撲大会などのほか、今年は、高松ファイブアローズの選
手を招いた3on3大会、久米通賢のゆかりの地をめぐるミ
ニツアー、久米通賢の紙芝居などの新企画が加わり、盛
りだくさんの内容。家族連れなど多くの人出で賑わいま
した。

大石キヨ子記念会から寄付金贈呈
　6月12日、有限責任中間法人　大石キヨ子記念会（代表
理事　藤原操）から市に3,000万円の寄付がありました。
故大石キヨ子氏の幼児教育と茶道教育の振興に役立てて
欲しいとの生前の意志に従い、その遺産の一部が寄付さ
れたものです。厚くお礼申しあげます。
故大石キヨ子氏の略歴
　坂出市内で生まれ育ち、香川県女子師範学校卒業後、昭
和2年に綾歌坂出中央尋常高等小学校訓導に就任。市立加
茂小学校長、市立坂出幼稚園長、香川県幼稚園長会長を歴
任。退職後は幼少のころからたしなんだ茶道の普及活動に
携わる。裏千家名誉師範。平成18年12月、96歳で永眠。

かわつ花菖蒲園　一般開放
　第49回水道週間
に合わせ6月1日か
ら2週間、かわつ花
菖蒲園の一般開放
が行われました。3
日には花菖蒲祭、
10日には花菖蒲茶
会が開催されるな
ど、期間中は多く
の人出で賑わい、
100種12万本の花菖
蒲が訪れた人びと
を楽しませてくれ
ました。

～地球環境への取り組みは　さまざまな角度で行われています～
●地球環境大賞　4月12日、ライオン譁は第16回地球
環境大賞を受賞しました。衣料用洗剤の洗浄成分を植
物原料に転換することで家庭からの二酸化炭素排出量
を半減させるという取り組みが評価されたもの。本市
の番の州に工場を持つライオンケミカル譁は、ヤシな
どの天然油脂からさまざまな製品の原料を作ってお
り、今回の受賞に大きく貢献しています。
●環境大臣表彰　6月11日、市立岩黒小中学校は環境
大臣表彰を受賞しました。平成元年から児童生徒が始
めた島内の清掃活動が、平成14年には地域を巻き込ん
だ島内一斉清掃活動に発展。また、このころから始ま
った米ぬかを利用したEM発酵液による海水浄化活動
は、島内の住民生活に定着し、今では島の港でアサリ
の姿を確認できるようになりました。
　私たちの生活は地球環境に大きな影響を与えます。
あなたも地球のために何かいいことを始めてみません
か。ヒントは身近にあるかもしれません。

▲岩黒小中学校の児童・生徒と
　地域のみなさんで結成されて
　いる環境よくし隊

▲故大石キヨ子氏
▲藤原代表理事から
　松浦坂出市長へ寄
　付金の贈呈

環境大臣表彰状（地球
　環境美化功績者表彰）蜷

地球にいいことしてますか?地球にいいことしてますか?
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  6日

12日
19日

  5日

13日
20日

日 曜 行　　事　　名

8 日 平成19年度第34回坂出市ＰＴＡバレーボール大会（ソフトバレー）

14 土 坂出市中学校総合体育大会（バドミントン）
坂出市中学校総合体育大会（卓球）

22 日 男子58回女子27回近県一般男女9人制バレーボール大会
国体卓球競技（少年男女）県二次選考会

1 日 第38回林田町民バレーボール大会

15 日 平成19年度第34回坂出市ＰＴＡバレーボール大会（6人制）

21 土 国体卓球競技（少年男女）県一次選考会

29 日 四国附属学校競技大会

28 土 第26回全日本ジュニアバドミントン選手権大会県予選（中学）

25 水 平成19年度第47回県中学総体バドミントン競技会（個人）

24 火 平成19年度第47回県中学総体バドミントン競技会（団体）

16 祝 第50回坂出市長杯卓球大会

16

蕁45・6677　火～金  9:00～18:00　土 ・ 日  9:00～17:00　  休館日　毎週月曜日　祝日16日（月）祝日振替日17日（火）月末整理日31日（火）

蕁45・1505
～休館日～毎週火曜日

蕁45・7110
開館 9：00～17：00（入館は16：30）

日 曜 行　　事　　名

蕁45・6670
～休館日～毎週月曜日

蕁44・5057
7：30～19：00

プリザーブドフラワーアレンジメント展
7月1日（日）～3日（火）最終日は16：00まで
絵手紙展「うちわ・扇子で夏だより」
7月7日（土）～16日（祝）最終日は17：00まで
夏の山野草展
7月21日（土）～22日（日）最終日は17：00まで
第3回東部中学校美術部作品展
7月26日（木）～29日（日）最終日は16：00まで

書の美　ＩＮ　ＳＡＫＡＩＤＥ　2007
　会派という垣根を越えて県内から選抜された
書家による漢字、仮名、前衛、近代詩文、篆刻
などの書道作品約80点を展示します。
　奥深い書の世界をご堪能ください。
会 期

入館料

7月7日貍～22日豸
9日豺・17日貂は休館
無料

紙芝居の会 14日貍14時～

映画の会 7日貍14時～

ゆりかごおはなし会
10日貂10時30分～

星を見る会13日貊19時30分～
※予備日14日貍

子どもお作法教室　茶道

あそびの広場 1日豸14時～

22日豸10時30分～、14時～

昔遊びで楽しもう 8日豸10時～ 火

と　き
  3日
10日

西庄

24日 島しょ部
  4日
11日
18日
25日

松山

場　　所

水

木

金

月月
シ
ニ
ア
体
力
測
定

日
時　

７
月
８
日
豸
午
前
９
時
〜
12
時

会
場　

中
央
小
学
校
体
育
館

内
容　

握
力
測
定
、
前
屈
（
長
座
体
前
屈
）
、
開

　

眼
片
足
立
ち
、
棒
反
応
、
ウ
エ
ス
ト
／
ヒ
ッ
プ
比

問
合
先　

市
体
育
課
（
蕁
44
・
５
０
２
５
）

第
28
回
坂
出
市
長
杯
少
年
剣
道
大
会

日
時　

8
月
12
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場　

市
立
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
お
よ
び
市
内
の
各
道
場
所
属

　

の
小
中
学
生

申
込　

７
月
26
日
貅
ま
で
に
左
記
ま
で

問
合
先　

後
藤
（
蕁
46
・
３
５
２
１
）

市
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

７
月
10
日
貂
〜
19
日
貅

会
場　

番
の
州
球
場

申
込
・
問
合
先　

坂
出
商
工
会
議
所

　
　
　
　

吉
田
・
横
井
（
蕁
46
・
２
７
０
１
）

第
50
回
坂
出
市
長
杯
卓
球
大
会

日
時　

７
月
16
日
豢
午
前
９
時
〜

会
場　

市
立
体
育
館

参
加
料　

一
般
・
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
グ
ル
ス　　

８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

ダ
ブ
ル
ス　

１，
０
０
０
円

　
　
　

中
学
生　

シ
ン
グ
ル
ス　　

６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

団
体　
　
　

１，
５
０
０
円

申
込　

７
月
９
日
豺
必
着
で
、
参
加
申
込
書
を

　

郵
送
に
て
左
記
ま
で

問
合
先　

坂
出
市
卓
球
連
盟
事
務
局　

〒
７
６

　

２-

０
０
２
４
坂
出
市
府
中
町
１
２
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蕁
48
・
０
５
０
１
）

海
洋
少
年
団　

団
員
募
集

内
容　

海
洋
に
関
す
る
科
学
技
術
の
実
習
お
よ

　

び
学
習

平
成
19
年
度
海
橋
33
号
作
品
募
集

募
集
作
品　

短
歌
（
五
首
）
、
俳
句
、

　
　
　
　
　

川
柳
（
七
句
）
、
詩
、
短
文

参
加
料　

短
詩
形
１，
５
０
０
円　

短
文
２，
０
０
０
円

　
　
　
　

※

作
品
と
一
緒
に
納
入

応
募
締
切　

７
月
31
日
貂
必
着

問
合
先　

坂
出
市
文
芸
協
会

　
　
　
　
　
　

多
田
羅
（
蕁
46
・
５
３
５
７
）

放
送
大
学
（
10
月
入
学
）　

学
生
募
集

　

Ｃ
Ｓ
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
・
ケ
ー
ブ

ル
Ｔ
Ｖ
等
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
士
（
教

養
）
の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。
学
習
セ
ン
タ

ー
で
も
視
聴
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
が
で
き
ま

す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
自
宅
学
習
で
き
、
１
科
目

か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

応
募
締
切　

８
月
15
日
貉

資
料
請
求
・
問
合
先

　

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
蕁
０
８
７
・
８
３
７
・
９
８
７
７
）

　
　
　
　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

ニュータウン江尻　おしゃべり会のみなさんによる手芸展示　　　

今月
の

市民展示コーナー市民展示コーナー

1 日 第49回坂出地区交歓吟剣詩舞道大会

27～29 金～日 カワイ音楽教室発表会

30 月 人権を守る坂出・綾歌ブロック集会、人権講演会

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
チ
ャ
ー
チ　

著

松
田　

雅
央　

著

テ
ィ
ム
・
ボ
ウ
ラ
ー　

著

黙
示
の
海

「
北
」
の
迷
宮

ド
イ
ツ

  

人
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

王越
川津
府中

府中
東部
金山
中央

加茂
瀬居
林田

※夏休み期間企画は
　3ページに掲載しています。

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年

　

生
の
男
女

申
込
・
問
合
先　

市
港
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蕁
46
・
２
５
１
８
）



教育相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

少年育成センター
（蕁46・2777）

17

行政相談 18日貉
  10：00～15：00

市総務課
（蕁44・5002）

定例農業相談 10日貂
    9：00～11：00

市農業委員会
（蕁44・5013）

家庭児童・女性相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

酒害相談 第1貂
  13：30～15：30

療育相談

第2貂
    9：30～11：30
第4貂
  13：30～16：30

高齢者住宅相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

市建設課
（蕁44・5011）

社会保険労務士相談 毎週（水）
    9：30～12：00

人権相談 13日貊
  10：00～15：00

勤労福祉センター
（蕁46・2463）

男女共同参画相談 19日貅
  13：30～16：00

市企画課
（蕁44・5001）

育児相談 毎週（月～金）
    9：00～17：00

子育て支援センター
みどり保育園内
（蕁44・3930）
金花保育園内
（蕁46・8747）

交通事故相談
（弁護士相談日）

第2・4貍（要予約）
    9：00～12：00

高齢者職業相談 毎週（月～金）
    9：00～16：00

高年齢者職業相談室
（蕁44・5030）

福祉総合一般相談 毎週（月～金）
    9：30～15：00

交通事故相談 毎週（火・木・土）
    8：30～17：00

身体障害者
生活支援相談

毎週（月～土）
    9：00～17：00

障害者生活支援センター・ピア
瀬戸療護園内
（蕁56・3070）

法律相談
（弁護士相談日）

第3貅
  13：00～16：00※事前に一般相談を受けてください。

相談名 と　　　き と　こ　ろ

各　

種　

相　

談

記帳指導相談
IT相談（要予約）
労務相談
金融相談
商工業者法律相談

18日貉
  13：00～16：00
  10：00～16：00
  13：00～15：00
  10：00～15：00
  13：00～16：00

市社会福祉課
（蕁44・5007）

社会福祉協議会
（蕁45・1133）

中央公民館相談室
（蕁46・5511）

平
成
19
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
案
内

航空学生
（海・空自衛隊のパイロット）

区　　　　分 応　募　資　格

曹候補生
（約3年以降、曹に昇任）

2等陸・海・空士

高卒（見込含む）で
21歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

受付期間

　8月1日貉～
9月7日貊

　8月1日貉～
9月7日貊

　8月1日貉～
9月7日貊

1次試験日

受付時にお知
らせします　

9月17日豢

9月22日貍

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
10
月
入
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
業
訓
練
生
募
集

定
員　

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科
後
期
生
15
人

応
募
締
切　

７
月
26
日
貅

選
考
日　

８
月
６
日
豺

問
合
先　

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校
（
蕁
０
７
２
・
７
８
２
・
３
２
１
０
）

商工会議所
（蕁46・2701）

再
就
職
準
備
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

　

再
就
職
希
望
職
種
第
1
位
の
事
務
職
に
つ
い

て
徹
底
研
究
し
ま
す
。
働
く
上
の
基
礎
知
識
を

学
び
、
個
別
支
援
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

７
月
５
日
貅
、
６
日
貊

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

会
場　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
）

対
象　

出
産
・
育
児
・
介
護
を
理
由
に
退
職
後
、

　

再
就
職
を
希
望
す
る
か
た

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

参
加
料　

無
料

※
参
加
さ
れ
る
か
た
の
満
８
カ
月
以
上
の
お
子

さ
ん
の
託
児
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
事
前
に

源
氏
物
語
講
座

日
時　

７
月
８
日
豸
午
前
10
時
〜

会
場　

大
橋
記
念
図
書
館

講
師　

香
川
大
学
教
授　

佐
藤　

恒
雄　

氏

夏
休
み
小
学
生
・
親
子
も
の
づ
く
り
教
室

坂
出
囲
碁
研
修
会　

は
じ
め
て
の
か
た
歓
迎

日
時　

７
月
８
日
豸
午
前
９
時
〜

会
場　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
権
学
習
講
座

日
時　

７
月
11
日
貉
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

川
津
文
化
セ
ン
タ
ー

講
演　

「
学
校
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

人
権
同
和
教
育
に
つ
い
て
」

　
　
　

中
央
小
学
校
校
長　

唐
木　

裕
志　

氏

問
合
先　

市
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
２
６
）

第
9
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

日
時　

７
月
29
日
豸
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

会
場　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
福
祉
会
館

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
お
楽

　

し
み
ス
テ
ー
ジ
等

対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
か
た

問
合
先　

坂
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蕁
46
・
５
０
７
８
）

　

坂
出
工
業
高
校
４
科
の
特
徴
を
活
か
し
た
内
容

で
、
も
の
づ
く
り
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場　

坂
出
工
業
高
校

対
象　

小
学
生
（
高
学
年
）
と
そ
の
保
護
者

参
加
料　

１
組
５
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険
料
）

●
機
械
科　

マ
イ
コ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
の
製
作

日
時　

８
月
４
日
貍
〜
５
日
豸
２
日
間
通
し

問合先　自衛隊丸亀地域事務所（蕁23・6420）

定
員　

15
組
30
人
（
先
着
順
）

●
化
学
工
学
科　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
製
作
と
サ

　

ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
細
工
の
体
験

日
時　

８
月
９
日
貅
・
10
日
貊

定
員　

各
日
15
組
30
人
（
先
着
順
）

●
電
気
科　

簡
易
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
製
作

日
時　

８
月
11
日
貍
〜
12
日
豸
２
日
間
通
し

定
員　

12
組
24
人
（
先
着
順
）

●
建
築
科　

本
立
て
の
製
作

日
時　

８
月
23
日
貅
・
24
日
貊

定
員　

各
日
20
組
40
人
（
先
着
順
）

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会

日
時　

７
月
28
日
貍
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
丸
亀
市
）

講
演　

「
リ
ウ
マ
チ
と
骨
粗
し
ょ
う
症
」

　

高
松
平
和
病
院
副
院
長　

真
鍋　

等　

氏

　

※
講
演
終
了
後
、
療
養
相
談
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料　

無
料

問
合
先　

Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会　

島
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蕁
28
・
７
５
２
４
）

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
定
員
７
人
、
先

着
順
）

問
合
先　

譛
21
世
紀
職
業
財
団
香
川
事
務
所

（
蕁
０
８
７
・
８
２
２
・
２
０
２
７
）

善
通
寺
看
護
学
校
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

日
時　

７
月
24
日
貂
、
８
月
30
日
貅

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

会
場　

善
通
寺
看
護
学
校

内
容　

看
護
技
術
体
験
、
公
開
講
座
、
学
校
紹
介

対
象　

男
女
問
わ
ず
看
護
に
興
味
の
あ
る
か
た

　

お
よ
び
看
護
師
を
目
指
す
か
た

参
加
料　

無
料

申
込　

７
月
６
日
貊
ま
で
に
左
記
ま
で

問
合
先　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
善
通
寺

　

病
院
善
通
寺
看
護
学
校
（
蕁
62
・
３
６
８
８
）

申
込　

７
月
２
日
豺
〜
20
日
貊
、
電
話
に
て
左
記
ま
で

問
合
先　

坂
出
工
業
高
校
（
蕁
46
・
５
１
９
１
）



おくやみ  5月1日～5月31日

18

鐡田トヨ子
淡交会香川支部さかいで青年部

8
月
21
日 　

田　

幸
夫
49

林
田
町

（
ご
遺
族
の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
）

真

　

藤

（ご遺族の希望により掲載しています）

・
納
期
限
は
７
月
31
日
貂
で
す
。

・
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。

２　

期

固

定

資

産

税

１　

期

国
民
健
康
保
険
税

１　

期

介

護

保

険

料

１　

期

固

定

資

産

税

大池、小山、川津 その他 王越日付および
作業者名

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～月末

駒止、笠指、京、室
旭、横津、入船、昭
和、久米、福江、谷
江尻

林田、高屋、神谷
大屋冨、青海

西庄、加茂、府中

その他：元、本、寿、白金、御供所、宮下、八幡、常盤、築港、中央、坂出、新浜、池園、花、青葉、文京、富士見、瀬居、沙弥、番の州、沖ノ浜、西大浜北・南

小林水道
46-5977

中山住設
46-4427

山田管工
46-1894

小林水道
46-5977

中山住設
46-4427

山田管工
46-1894

キ
ト
ロ　

4
2-

0
1
2
6

高橋産業
46-4984

昇栄水道
48-0358

藤堂設備
48-2860

綾川水道
48-0538

藤堂設備
48-2860

綾川水道
48-0538

藤沢住設
46-2192

ナニワヤ
46-5656

多田羅水道
46-3053

山田水道
46-3794

中川設備
46-2901

高倉工業
46-3057

旭電機水道
46-2898

松岡水道
46-4602

鈴木設備
46-2021

長尾環境設備
46-3863

中條電機
46-4261

森崎工業
46-1371

十河電機
47-0328

ナカトミ
47-0729

大信総業
46-1372

光産業
46-5096

大信総業
46-1372

光産業
46-5096

1
日

〃〃2
日

3
日

〃5
日

6
日

〃7
日

10
日

〃〃11
日

〃〃12
日

〃14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

21
日

〃22
日

24
日

25
日

28
日

〃29
日

〃30
日

31
日

加
茂
町

本
町
二

西
庄
町

林
田
町

駒
止
町
一

林
田
町

府
中
町

王
越
町
乃
生

元
町
二

白
金
町
二

福
江
町
三

川
津
町

林
田
町

林
田
町

川
津
町

青
海
町

高
屋
町

加
茂
町
甲

福
江
町
三

神
谷
町

川
津
町

川
津
町

江
尻
町

旭
町
二

文
京
町
一

川
津
町

川
津
町

高
屋
町

高
屋
町

川
津
町

府
中
町

府
中
町

昭
和
町
一

王
越
町
乃
生

テ
レ
ビ
広
報
番
組
の
お
知
ら
せ
〜
坂
出
市
政
だ
よ
り
〜

水
道
メ
ー
タ
ー
の
一
斉
取
替
え
に
つ
い
て

対
象
地
区　

白
金
町
・
谷
町
・
川
津
町
・
旭
町
・

横
津
町
・
西
庄
町
・
加
茂
町
・
府
中
町
・
青
海

町
・
王
越
町
の
各
町
の
一
部

　

※
対
象
者
に
は
、
事
前
に
は
が
き
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

期
間　

７
月
５
日
貅
〜
25
日
貉

取
替
業
者　

市
内
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者

費
用　

無
料

問
合
先　

市
水
道
局
監
理
課
業
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蕁
46
・
４
３
０
０
）

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園　

ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り

　

期
間
中
、
40
種
２
万
本
の
ア
ジ
サ
イ
が
鑑
賞

で
き
ま
す
。

期
間　

７
月
16
日
豢
ま
で

●
特
別
木
工
教
室
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

日
時　

７
月
１
日
豸
、
８
日
豸
、
16
日
豢

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容　

ア
ジ
サ
イ
の
花
の
型
抜
き
と
絵
付
け

定
員　

各
日
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円

●
特
別
ハ
ー
ブ
教
室

日
時　

７
月
１
日
豸
、
８
日
豸
、
15
日
豸

　
　
　

午
前
10
時
〜
、
午
後
１
時
〜

内
容　

ア
ジ
サ
イ
の
ト
ピ
ア
リ
ー
作
り

定
員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円

●
特
別
野
点

日
時　

７
月
１
日
豸
、
８
日
豸

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容　

ア
ジ
サ
イ
を
鑑
賞
し
な
が
ら
の
お
茶
席

定
員　

各
日
１
５
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

大
人
２
０
０
円
、
小
人
１
０
０
円

●
ア
ジ
サ
イ
手
入
れ
教
室

日
時　

７
月
８
日
豸
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

定
員　

な
し

参
加
料　

無
料

●
ア
ジ
サ
イ
の
挿
し
木
プ
レ
ゼ
ン
ト

日
時　

７
月
８
日
豸
午
後
１
時
30
分
〜

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

問
合
先　

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園　

ま
ん
の
う

　

公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
（
蕁
79
・
１
７
０
０
）

放
送
日
時　

７
月
29
日
豸

　
　
　
　
　

午
前
７
時
45
分
〜
8
時

放
送
局　

西
日
本
放
送

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
る
の
を

未
然
に
防
い
だ
り
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
立

ち
直
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
り
と
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

協
力
し
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

立
ち
直
り
（
更
生
）
に
は
、
本
人
の
意
欲
だ

け
で
な
く
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
共

に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

市
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
蕁
44
・
５
０
０
７
）

第
57
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　

７
月
は
強
調
月
間
で
す

善
意
の
贈
り
物

金
一
封　
　
　
　
　
　
　

田
中　

良
忠
（
川
津
町
）

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

幼
児
用
ベ
ッ
ド
１
台

松
山
幼
稚
園
へ

香
川
県
農
業
協
同
組
合

　
　

松
山
支
店
（
高
屋
町
）

三
嶌
オ
リ
ヱ
90

松
永　
　

進
68

北
村
ヨ
ネ
子
80

中
村　

洋
一
41

平
尾　
　

枝
102

盛
田
千
鶴
子
89

池
内　

房
江
79

乃
村　

光
子
76

西
川　
　

子
68

今
田　

春
一
83

河
合　

賀
文
52

糸
川　

博
文
49

末
澤　

雅
秀
36

大
石　
　

繁
86

髙
木　
　

毅
43

冨
木
田
重
吉
97

三
野
ハ
ナ
子
84

北
村　

良
行
84

矢
野　
　

夫
78

小
川
美
智
子
87

増
井　

梅
子
93

小
林
コ
ユ
ル
94

杉
本　

初
子
62

洲
﨑　

俊
郎
73

多
田
羅　

孝
81

山
下　
　

榮
68

四
角　

熱
子
74

藤
川
サ
カ
エ
94

中
井　

静
枝
69

喜
田　

絹
子
81

山
﨑
シ
ズ
ヱ
87

池
内　
　

一
82

溝
渕　

壽
紀
63

宮
下　
　

實
72

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー　

施
設
一
般
公
開

日
時　

７
月
１
日
豸
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
（
宇
多
津
町
）

問
合
先　

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
整
備

　

課
（
蕁
49
・
３
３
６
６
）

〜
防
ご
う  

犯
罪
と
非
行

　
　
　
　

助
け
よ
う  

立
ち
直
り
〜

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
さ
か
い
で
6
月
号
の
お
く
や
み
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
、

　

4
月
22
日　

合
田　

キ
ミ
99　

御
供
所
町
一

　

4
月
29
日　

洲
﨑　

忠
之
93　

西
大
浜
南
一

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。



乳がん

13日貊
  9：30～11：00
13：30～15：00

12日貅　14：00～15：30 講話　あなたの骨もこれで大丈夫！！ 医師　田賀谷健一
  5日貅　14：00～15：30 講話　お口の体操を始めましょう 歯科衛生士　青木まゆみ

27日貊　14：00～15：30 実技　高齢者の運動「体の緊張を解きほぐそう」 運動指導士　中村　麻紀

24日貂　  9：30～11：00 実技　64歳までの運動「正しく続けられるウォーキング」 運動指導士　渡里　美佳

12日貅　  9：30～11：00 実技　高齢者の運動「足の裏ゴロゴロ脚ほぐし」 運動指導士　渡里　美佳

  3日・17日貂   9：30～11：00 実技　高齢者の運動「笑って、元気に体操」 運動指導士　森　　明美
  9日・23日豺   9：30～11：00 実技　高齢者の運動「心も体もスッキリ体操」 運動指導士　久保みどり

市保健課市民武道場

林田公民館
松山公民館

市地域包括
支援センター
蕁44・5091

10日貂　14：00～15：00 講話　外科でよくある疾患 外科医員　藤田　博崇
11日貉　14：00～15：00 糖尿病教室「チョイ太なら大丈夫！？」 糖尿病内科医長　大工原裕之
25日貉　14：00～15：00 講話　らくらくカロリー計算（糖尿病の食事） 給食係長　林　　哲子

市立病院
2F講堂

市立病院
蕁46・5131

市民ふれあい
会館

蕁44・5070

19

離乳食講習   9日豺　13：15～14：00 生後3～5カ月

パパママ学級 11日貉　13：30～15：30 妊婦さんおよび家族

ことばの相談（要予約）12日貅　13：30～15：30 言葉の遅れや発音が気になるかた

子育てサークル   9日豺　14：00～15：00 生後3カ月～1歳まで

こども相談（要予約）20日貊　  9：00～11：00 子育てに不安のあるかた
3歳児健康診査 26日貅　13：15～14：45 平15.12月生まれ
2歳児相談 12日貅　  9：30～11：00 平17.7月生まれ
1歳6カ月児健康診査 19日貅　13：15～14：45 平18.1月生まれ
3～4カ月児健康診査   3日貂　13：15～14：45 平19.3月生まれ

■母子保健行事 ところ  地域保健センター　蕁45・7437
内　　容 と　　き 対　　象

坂
出
市
立
病
院
糖
尿
病
内
科
医
長　

大
工
原　

裕
之

　笠山山頂から市街地を眺望し、
一体どのくらいの人が、元々の坂
出の海岸線は坂出高校あたりであ
り、北へ北へと海岸線を埋め立て
発展してきたことを知っているの
だろうかと思う。私自身、広報の
仕事をするまで知らなかった。学
校では習わない郷土の歴史。久米
通賢翁は1829年に東西大浜塩田
を完成させ、「日本一の塩のま
ち」坂出の基礎を築き、その後、
先人たちは港湾整備と番の州工業
地帯を造成し、坂出を塩のまちか
ら港湾工業都市へ発展させた。現
在、瀬戸大橋の開通と坂出駅周辺
整備事業の完成で、瀬戸内の交流
拠点への発展を目指している。7
月1日、市制施行65周年を迎え
る。歴史的線上の現在を含め、郷
土の歴史は後世に伝えていかなけ
ればならない。

編 集 後 記

市保健課  蕁44・5006

■健康教室
と　　き 内　　容 講　　師 ところ 問合先

■予防接種　個別接種
ジフテリア・百日せき・
破傷風混合（DPT） BCG

平19・4月生まれ 平19・4月生まれ平18・7月生まれ
※個別接種については実施対象月です。母子健康手帳をご持参ください。

麻しん・風しん混合（MR）

■親子ふれあい体操
と　き 対　象

10日貂  10：00～11：30 0～4歳児と保護者市民武道場
※バスタオルと飲み物持参で、動きやすい服装でお越しください。

ところ

　

先
月
は
「
小
児
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
」
の
診
断
基
準
が
で
き
た
こ

と
、
「
小
児
メ
タ
ボ
」
の
原
因
に
、
動

物
性
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
、
い
つ
で
も

買
い
食
い
で
き
る
環
境
、
不
規
則
な

食
事
、
運
動
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

つ
い
先
日
、
夜
９
時
過
ぎ
の
コ
ン
ビ

ニ
で
、
塾
帰
り
と
思
わ
れ
る
小
学
生

数
人
が
カ
ッ
プ
麺
を
買
っ
て
お
湯
を

入
れ
て
も
ら
い
、
そ
の
場
で
食
べ
て
い

た
の
で
す
。
一
緒
に
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
甘
い
炭
酸
飲
料

を
飲
み
干
し
て
い
ま
し
た
。
果
た
し
て
こ
れ
が
こ
の
子
た
ち
の

「
晩
ご
は
ん
」
な
ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
は
別
に
す
で

に
夕
食
は
済
ま
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
思
わ
ず
考
え
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は
、
塾
も
コ
ン
ビ
ニ
も
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

も
無
く
、
夕
方
ま
で
近
所
の
友
達
と
遊
ん
で
、
夕
食
後
に
テ
レ
ビ

を
見
て
、
学
校
の
宿
題
を
済
ま
せ
て
、
夜
９
時
過
ぎ
は
も
う
布
団

に
入
る
時
間
で
し
た
。
今
の
小
学
生
は
勉
強
に
忙
し
く
、
遊
ん
だ

り
運
動
し
た
り
す
る
時
間
が
減
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す

が
、
こ
の
子
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
日
本
は
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？
お
そ
ら
く
世
界
一
の
長
寿
国
で
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
小
学
生
に
、
き
ち
ん
と
し
た
食
生
活
を
送
ら
な
い

と
大
人
に
な
っ
て
血
管
が
硬
く
な
っ
た
り
し
て
大
変
な
こ
と
に
な

る
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
ん
な
先
の
こ
と
な
ど
ピ
ン
と
来
な
い

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
は
親
の
食
事
の
仕
方
、
睡
眠
、
運
動
が
正
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
小
児
メ
タ
ボ
」
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
親
が
子
ど
も
の
手
本
と
な
る
正
し
い
生
活
習
慣
を
送
る
こ
と

が
い
ち
ば
ん
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
が
…
。

228

「小児メタボ」を　
　増やさないために

※当番医院のお知らせは（蕁45・0199）
　診療時間9：00～18：00（歯科は9：00～16：00）

1
豸 高尾医院 46・5111元町一外

まつむら内科クリニック 44・1133江尻町内

いけうち小児科医院 49・2100宇多津町小

宮崎歯科医院 46・2478元町一歯

29
豸 たかはし整形外科医院 45・6121笠指町外

佐藤医院 46・3387元町一内

つざき内科クリニック 47・0130林田町内

あらきデンタルクリニック 59・1184室町三歯

16
豢

北条医院 46・2201江尻町外

綾循環器科内科医院 46・6277久米町一内

富士クリニック 49・7576宇多津町内

■休日当番院
内　　容 町名日 電話番号

■栄養相談（対象：64歳以下のかた）
　 10日貂　13：30～15：30　地域保健センター
　※要予約　市保健課（蕁44・5006）
　※65歳以上のかたは、市地域包括支援センター
　　（蕁44・5091）へご相談ください。

■健康相談
　毎週月～金曜日　8：30～17：00　市保健課

8
豸

回生病院 室町三 46・1011内・小・外

武部歯科医院 46・1800文京町一歯

15
豸

坂出市立病院 文京町一 46・5131内・小・外

石川歯科医院 46・3008文京町一歯

22
豸

聖マルチン病院 谷町一 46・5195内・外

岩田歯科医院 46・5026旭町一歯

■がん検診　東部地区
子宮がん

18日貉
13：30～15：00

胃がん

24日貂・25日貉
8：40～10：30

ところ

地域保健
センター



私
・
し
ゃ
ん
と
こ
べ
ー
っ
て

  

よ
く
言
わ
れ
ま
す
★
何
事
も
や
る
気
満
々
蟋

死亡  52人
（-25）

世帯数
21,395世帯（25）

火災
4件

救急
265件

（
5
月
）

交通事故  67件
（死者1人）

転出  136人
（-154）

出生  44人
（4）

転入  167人
（-108）

人口56,625人（23）

女29,705人（9）
男26,920人（14）

6月1日現在

市 制 施 行
市 の 面 積
市 の 木
市の花木・草花

昭和17年（1942）
92.46㎢
珊瑚樹
桜・コスモス

20

（　）は前月比

【表紙の写真】笠山からの市街地眺望

（プテラとトンビ）

　　　  5年
　　  菜月さん

　　　  2年
　　  まきさん

みずき なつき

そら

　　　  5歳児
　　  青空ちゃん

　今月は平成18年1月から3月生
まれのお子さんを募集します。
　ご希望の人は、お子さんの名・住
所・生年月日・保護者の氏名・連絡先
を明記のうえ写真・メッセージ（28字以
内）を添えて郵送でご応募ください。

申込・問合先
〒762-8601  坂出市室町二丁目3番5号
　市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ

締切日　7月10日（火）必着
応募者多数の場合は抽選

お
散
歩
大
好
き
琉
生
く
ん

　

 

オ
ッ
ト
コ
マ
エ
に
育
っ
て
ね
蟋

「
天
真
爛
漫
」

　
　
　

み
ん
な
に
笑
顔
で　

！　　　　凛ちゃん

　　  みなみちゃん

りん
　　　琉生ちゃん

るい
　　　春華ちゃん

はるか

160（
作
り
方
）

漓
い
ん
げ
ん
は
ヘ
タ
を
取
る
。
に

　

ん
じ
ん
は
い
ん
げ
ん
と
同
じ
ぐ

　

ら
い
の
太
さ
に
切
り
、
一
緒
に

　

ゆ
で
る
。

滷
み
ょ
う
が
は
縦
半
分
に
切
っ
て

　

斜
め
薄
切
り
に
し
、
し
ょ
う
が

　

と
混
ぜ
る
。

澆
キ
ャ
ベ
ツ
は
手
で
一
口
大
に
ち

　

ぎ
り
、
ゆ
で
る
。

潺
豚
肉
を
広
げ
、
い
ん
げ
ん
、
に

　

ん
じ
ん
を
の
せ
て
巻
く
。

潸
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
中
火
で
熱

　

し
、
潺
の
巻
き
終
わ
り
を
下
に

　

し
て
焼
く
。
裏
返
し
て
焼
き
、

　

中
ま
で
火
を
通
し
て
焼
き
色
を

　

つ
け
る
。

澁
器
に
盛
り
、
み
ょ
う
が
と
し
ょ

　

う
が
を
の
せ
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
を

　

添
え
、
酢
じ
ょ
う
ゆ
を
回
し
か

　

け
る
。

坂
出
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「1人分の栄養量」
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

255
15.2
15.8
28
1.5

kcal
g
g
mg
g

（材料） 4人分
豚肩ロース薄切り肉

すじなしいんげん

にんじん
サラダ油
しょうがのせん切り

みょうが
キャベツ
しょうゆ・酢

健
や
か
に

　
　

大
き
く
な
っ
て
く
だ
さ
い

そ
ろ
そ
ろ
大
好
き
な

　
　

お
っ
ぱ
い
も
卒
業
！
か
な
？

い
つ
ま
で
も
こ
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
に

　
　

  

純
正
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
蟋

　　　史隠ちゃん
しおん

　　　雅大ちゃん
まさひろ

豚肉の　　
　 夏野菜巻き

　　　  6年
　　  瑞葵さん

（ぼくのだいすきな　　　　
　　　　　　りぼんちゃん） ふうが

　　　  5歳児
　　  楓芽ちゃん

320ｇ

120ｇ
120ｇ
大さじ1

1かけ分
4個

240ｇ

各大さじ1


